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   このたびは、当社の”ＹＳＢ－２４００ＤＬシリーズ ”無線バーコードハンディーターミナル
をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。 

     本装置の性能を十分に発揮させてご使用いただくために、お手数でも本ユーザーズマニュアルは
必ず最後までお読み下さい。使用法に誤りがありますと、本装置の性能が十分に発揮できないばか
りでなく、思わぬトラブルや故障の原因になることがあります。 

 
  ◆本装置を安全にご使用いただくために 
 

マークの種類と意味 

 

 
 

 
本装置を安全にお使いになるために、必ず守っていただきたい
注意項目です。 

  
 
  

  
本装置を安全にお使いになるために、行ってはならない禁止項
目です。 

 
 
 

 
 
 
 
 

  
本装置の分解や改造をしないでください。 
故障やけがの原因となります。 
電波法により禁止されています。 

 

 
 
 
 
 

  
本装置を湿気や埃の多い場所に置かないでください。 
装置の近くにクリップなどの小さな金属物を置かないでください。 
火災や故障の原因となります。 

 

 
 
 
 
 

  
本装置を傾いた所などの不安定な場所に置かないでください。 
落ちたり倒れたりして、故障やけがの原因となります。 

 

 
 
 
 
 

  
本装置を直射日光の当たる場所や熱器具の付近に置かないでください。 
故障や変色の原因になります。 

 



 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
ＡＣアダプターやバッテリーパックは専用のもの以外は、使用しないでください。 
火災や故障の原因となります。 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
本装置を開けたり、ネジを外したりして内部を改造しないでください。 
（財）テレコムエンジニアリングセンター発行の技術基準適合証明ラベルを剥さないでください。 
不法改造機器を使用した場合は、電波法によって罰せられることがあります。 
「２．４．１ 本体の名称と説明」参照。                          

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
本装置はクラス２レーザに準拠した製品です。ご使用の際以下の点をご注意ください。 
目に傷害を与える危険があります。 
レーザ光出射口をのぞき込まないでください。また光学機器でものぞきこまないでください。人に
向けてレーザ光を当てないでください。（レーザ用コーションラベル表示） 

 
レーザ用コーションラベル図 

レ ー ザ 光
ビームをのぞきこまないこと

最大出力：１．０ｍＷ 媒質：半導体レーザ

パルス幅：連続波 波長：６５０ｎｍ

クラス２ レーザ製品

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
本装置は医療機関の使用禁止場所や医療電気機器の近くでは電源を切ってください。 
埋め込み型心臓ペースメーカ装着部からはなして携行、ご使用ください。 
本装置（出力１０ｍＷ以下）の場合は、２２ｃｍ程度以上離してください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
   
   
 
 
 
  

 
本装置は一般電子機器（電子計算機、ＯＡ機器、通信機器、計測機器、工作機械、産業用ロボット、
ＡＶ機器、家電品等）に使用されることを目的として作られています。  
輸送用機器（航空機、列車、自動車）の制御と安全性に関わるユニットやシステム、交通信号、 
ガス漏れ検知器、各種安全装置等にご使用の際は、お客様において適切な処置を講じてください。 
また、衛星機器，原子力機器，海底中継器，人命に直接関わる医療用機器等極めて高い信頼性を要
求される用途には絶対に使用しないでください。 

 
 
 



 

 

ご使用法の誤りが原因で故障が生じた場合は、保証期間中でも有償修理扱いにさせていただくことがあ
りますのでご注意ください。 
 

  ・ 内部の点検、調整等は、お買い上げ頂きました販売代理店に依頼してください。 
 
  ・ 本装置の、無線に関する標準規格は“小電力データ通信システムの無線局の無線設備（ＲＣＲ Ｓ

ＴＤ－３３）”主としてデータ伝送のために無線通信を行う規定です。この標準規格に合致し技
術適合基準に合格した無線設備ですので、ご使用に際しての免許手続き等は一切必要ありません。 

 
 

  

 

 

ご使用上の注意点 

 
電子レンジを無線モデムの近くで使用すると、ノイズを受信して通信ができないことがあります。 

無線モデムの近くで電子レンジは使わないでください。 

 

ケーブル、ヘッドセットの抜き差しは電源を切ってから行ってください。電源を入れたまま抜き差しを

行うと故障の原因となります。 

 

 

 

 

 

 

       （１） 本書の一部または全部を無断で使用、複製、転載することを禁じます。 
       （２） 本書の内容については予告なしに将来変更することがあります。 
       （３） 本書は内容について万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点や誤り、 
        記載もれ等がありましたら弊社までご連絡下さい。 
       （４） 運用した結果の影響については、（３）項の内容にかかわらず責任を負い 

     かねますのであらかじめご了承下さい。 
（５） 記載されている会社社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

    はじめにはじめにはじめにはじめに  

 
 
 
 
    このユーザーズマニュアルは、バーコードリーダーに無線モデムを内蔵した一体型の 

無線バーコードハンディーターミナルの“ＹＳＢ２４００ＤＬシリーズ”についての 
基本的な使用と操作方法が説明されています。 

 
 
 
【本書で使用する説明上の記号と注意点】 
 
        １． １６進表記 
             英数字の後に’Ｈ’がついている場合は、１６進表記を表し 
             ます。プログラム例題中では、英数字の前に”０ｘ”の記号 
             がある場合は、１６進表記を表します。 
    ２． ＮＵＬＬ 
             これは１６進の００Ｈを表します。 
 

３． ━ 
                          ブランク、スペースを表します。 
 
        ４． ↓ 
                          キャリッジリターン（ＯＤＨ）を表します。 
 
        ５． ［ ］ 
                          キーとスイッチの指定時に使用します。 
                          通信説明中に於いては、制御コードを表します。 
 
    ６． 「 」 
                          選択項目等を表します。 
 
    ７． 注意： 
             ある項目に対する注意を表します。 
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                関連する関連する関連する関連するＹＳＢシリーズのマニュアルＹＳＢシリーズのマニュアルＹＳＢシリーズのマニュアルＹＳＢシリーズのマニュアル 
 
 
 
   リファレンスマニュアル 
         ＹＳＢシリーズのアプリケーションプログラム作成を行う為の手順と 
         ライブラリ関数の解説と使用方法が説明されています。 
 
     Ｊｕｓｔ ＰａｃｋⅡ ユーザーズマニュアル 
                 ＹＳＢシリーズに標準搭載されているアプリケーションソフト 
              （Ｊｕｓｔ ＰａｃｋⅡ）についての仕様と操作方法が説明されています。 
 
      転送ユーティリティガイド 
         ホストコンピュータとＹＳＢシリーズ本体との間で、データ及びプロ 
              グラムの転送を行うためのホストコンピュータでの仕様と操作方法が 
                 説明されています。 
 
 
 
 
 



目    次 
 
第 1 章 概要 1 
１.１      無線バーコードハンディーターミナル 2 
１.２       シリーズ構成 3 
１.３      特長 4 
１.３.１      ＹＳＢ１２００シリーズ 4 
１.３.２      アプリケーションソフト開発 4 
１.３.３      システム構築 4 
１.３.４       無線通信 5 
１.３.４.１       免許・資格不要の小電力無線を使用 5 
１.３.４.２       信頼性の高いデータ伝送が可能 5 
１.３.４.３       豊富なシステム構成が行える各種機能を搭載 5 
 
第２章 機器の取扱い説明 6 
２.１      概要 7 
２.２       バーコードの読み取り方法 8 
２.３       ハンドストラップの使い方 9 
２.４       本体の名称と機能説明 10 
２.４.１      本体の名称と説明 10 
２.４.２      キーボードパネルの説明 11 
２.４.３      バッテリーパックの装着方法 12 
２.４.４      バックライトの使用方法 13 
２.４.５      無線通信試験 14 
２.５       システム構成 16 
２.５.１      必要なハードウェア 16 
２.５.２      必要なソフトウェア 16 
２.５.３          システムの構成 17 
２.６       通信システム構成 18 
２.６.１      無線通信（ＲＦ） 18 
２.６.１.１      １：Ｎ通信モード 18 
２.６.１.２      Ｍ：Ｎ通信モード 19 
２.６.１.３      移動体対応モード 20 
２.６.２      光通信（Ｐｈｏｔｏ Ｃｏｍ） 21 
２.６.３      ジャック通信（Ｊａｃｋ Ｃｏｍ） 22 
２.６.４      音声通信（出荷時設定オプション） 23 
 
第３章 システムモード 24 
３.１      概要 25 
３.２      システムモードの起動と終了 26 
３.２.１      システムモードの起動 26 
３.２.２      システムモードの終了 26 
３.３      システムモードの説明 27 
３.３.１      「ＳＹＳＴＥＭ ＭＯＤＥ ＭＥＮＵ」 

システムモードのメインメニュ 27 
３.３.２      「Ｅｘｅｃ Ｓｅｌｅｃｔ」実行プログラムの選択 28 
３.３.３      「Ｓｅｔ」各パラメータ類の設定 29 
３.３.３.１      「Ａｕｔｏ Ｍｏｄｅ」レジュームとオートパワーオフの設定 30 
３.３.３.２      「Ｄａｔｅ／Ｔｉｍｅ」日付と時間の設定 31 



３.３.３.３      「ＬＣＤ／Ｌｉｇｈｔ」ＬＣＤの設定 32 
３.３.３.３.１       「ＬＣＤ Ｃｏｎｔｒａｓｔ」コントラストの設定 33 
３.３.３.３.２       「Ｂａｃｋ Ｌｉｇｈｔ Ｖｏｌｕｍｅ」バックライトの設定 33 
３.３.３.４       「Ｂｕｚｚｅｒ」ブザーの設定 34 
３.３.３.４.１       「Ｂｕｚｚｅｒ Ｖｏｌｕｍｅ」ブザー音の音量設定 34 
３.３.３.４.２       「Ｂｕｚｚｅｒ Ｃｌｏｃｋ」ブザー周波数の設定 35 
３.３.３.４.３       「Ｋｅｙ Ｃｌｉｃｋ」キークリック音の設定 35 
３.３.３.５       「Ｃｏｍ」通信の設定 36 
３.３.３.５.１      「Ｓｅｔ Ｐｈｏｔｏ Ｃｏｍ」光通信のボーレートの設定 37 
３.３.３.５.２      「Ｓｅｔ Ｊａｃｋ Ｃｏｍ」有線通信の設定 39 
３.３.３.５.２.１      「Ｄａｔａ Ｂｉｔ」有線通信のデータビットの設定 39 
３.３.３.５.２.２      「Ｓｔｏｐ Ｂｉｔ」有線通信のストップビットの設定 40 
３.３.３.５.２.３      「Ｐａｒｉｔｙ Ｂｉｔ」有線通信のパリティビットの設定 40 
３.３.３.５.２.４      「Ｂａｕｄｒａｔｅ」有線通信のボーレートの設定 41 
３.３.３.５.２.５      「Ｘ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ」有線通信のフロー制御の設定 41 
３.３.３.５.３       「Ｓｅｔ Ｄｅｆａｕｌｔ」使用する通信方式の設定 42 
３.３.３.６       「Ｍｅｍｏｒｙ」メモリーサイズの設定 43 
３.３.３.７       「ＢＣＲ」読み取りレベルの設定 44 
３.３.３.７       「Ｌｏａｄｅｒ」ローダーポートの設定 45 
３.３.３.７.１      「Ｓｅｔ Ｌｏａｄｅｒ Ｐｏｒｔ」 

ローダーポートの通信方式の設定 45 
３.３.３.７.２      「Ｓｅｔ Ｒｆ Ｌｏａｄｅｒ」 

無線アップロード時の相手先の設定 46 
３.３.３.８      「Ｍｏｄｅｍ」無線通信の設定 47 
３.３.３.８.１      「Ｓｅｔ Ｍｏｄｅｍ ＩＤ」自機のアドレスの設定 48 
３.３.３.８.２      「Ｓｅｔ Ｍｏｄｅｍ Ｐｏｗｅｒ」パワーセーブの設定 49 
３.３.３.８.３      「Ｓｅｔ Ｓｐｒｅａｄ」拡散パターンの設定 49 
３.３.３.８.４      「Ｓｅｔ ＴＸ Ｒｓｓｉ Ｃｈｅｃｋ」 

ＲＳＳＩチェック機能の設定 50 
３.３.３.８.５      「Ｓｅｔ Ｖｏｉｃｅ」音声通話の項目設定 51 
３.３.３.８.５.１      「Ｖｏｉｃｅ Ｖｏｌｕｍｅ」音声通話の音量の設定 51 
３.３.３.８.５.２      「Ｖｏｉｃｅ Ｐａｒｔｎｅｒ ＩＤ」 

音声通話の相手先アドレスの設定 52 
３.３.３.９      「Ｓａｖｅ」設定のセーブ 53 
３.３.４      「Ｄｏｗｎ Ｌｏａｄ」ファイルのダウンロード 54 
３.３.４.１      「Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｉｌｅ」プログラムファイルのダウンロード 55 
３.３.４.２      「Ｄａｔａ Ｆｉｌｅ」データファイルのダウンロード 57 
３.３.５      「Ｕｐ Ｌｏａｄ」ファイルのアップロード 59 
３.３.５.１      「Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｉｌｅ」プログラムファイルのアップロード 60 
３.３.５.２      「Ｄａｔａ Ｆｉｌｅ」データファイルのアップロード 62 
３.３.６      「Ｄｅｌｅｔｅ」ファイルの消去 65 
３.３.６.１     「Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｉｌｅ」プログラムファイルの消去 66 
３.３.６.２     「Ｄａｔａ Ｆｉｌｅ」データファイルの消去 67 
３.３.７      「Ｍｅｍｏｒｙ Ｃｌｅａｒ」メモリーの初期化 69 
３.３.８     「Ｔｅｓｔ」各種テスト 70 
３.３.８.１      「Ｂａｒ」バーコードの読取りテスト 71 
３.３.８.２      「ＬＣＤ」ＬＣＤの表示テスト 73 
３.３.８.３      「Ｋｅｙ」キー入力のテスト 74 
３.３.８.４      「Ｃｏｍ」通信のテスト- 75 



３.３.８.４.１      「Ｊａｃｋ」有線通信のテスト 76 
３.３.８.４.２      「Ｐｈｏｔｏ」光通信のテスト 77 
３.３.８.４.３      「ＩｒＤＡ」ＩｒＤＡ通信のテスト 78 
３.３.８.５      「Ｂｕｚ」ブザーのテスト 79 
３.３.８.６      「Ｍｅｍｏｒｙ」メモリーチェック 80 
３.３.８.７      「ＬＥＤ」ＬＥＤのテスト 81 
３.３.８.８      「Ｍｏｄｅｍ」無線部の送受信テスト 81 
３.３.８.８.１     「Ｔｒａｎｓｍｉｔ」無線部の送信テスト 82 
３.３.８.８.２      「Ｒｅｃｅｉｖｅ」無線部の受信テスト 82 
３.３.８.９      「Ｖｉｂｒａｔｏｒ」バイブレータのテスト 83 
    
第４章 ＹＳＢシリーズからの 

警告とメッセージ 84 
４.１        メッセージ表示 85 
４.１.１        バッテリーの残量メッセージ 85 
４.１.２        バッテリーパック警告表示 85 
４.１.３        バックアップ用リチウム電池の警告表示 86 
４.１.４        メモリーバックアップの異常表示 86 
４.１.５        内部メモリーの異常表示 87 
４.１.６        その他のハードウェアの異常表示 87 
４.１.７        記憶用メモリーの異常表示 88 
 
第５章  通信仕様 89 
５.１       概要  90 
５.２        ＲＳ－２３２Ｃインターフェース仕様 91 
５.２.１      ＹＳＢシリーズ本体インターフェースコネクタとピン配置 91 
５.２.１.１      ＤＯＳ／Ｖ系パソコン専用ケーブル 92 
５.２.１.２      ＮＥＣ系パソコン専用ケーブル 92 
５.２.１.３      ＹＳＢシリーズ同士接続専用ケーブル 93 
５.２.２      光通信アダプタ（ＹＣＵ－５０）インターフェースコネクタと 
                                 ピン配置 94 
５.２.２.１      ＤＯＳ／Ｖ系パソコン専用ケーブル 95 
５.２.２.２      ＮＥＣ系パソコン専用ケーブル 96 
５.３       基本通信仕様と通信パラメータ 97 
５.３.１      基本通信仕様 97 
５.３.２          通信パラメータ 98 
 
第６章  光通信アダプタについて 99 
６.１       概要 100 
６.２        各部の名称と機能 101 
６.３       電源 103 
６.４       ホストコンピュ－タとの通信 104 
６.４.１      インターフェースケーブルの接続方法 104 
６.４.２      ホストコンピュータとの通信方法 105 
６.５           充電方法 106 
 
 
 
第７章  主 な 仕 様 108 



７.１       ＹＳＢシリーズ 109 
７.１.１      基本仕様 109 
７.１.２      インターフェース 111 
７.１.３      環境条件 113 
７.１.４      読み取り仕様 113 
７.１.４.１      読み取り可能なバーコード 113 
７.１.４.２     読み取り性能 114 
７.２      光通信アダプタＹＣＵ－５０ 118 
７.２.１     基本仕様 118 
７.２.２     環境条件 118 
７.２.３          インターフェース 118 
 
第８章 出荷時設定オプション 119 
８.１        出荷時設定オプション 119 
８.１.１     仕様 120 
８.１.１.１        音声通信 120 
８.１.１.２       音声通信の準備 121 
８.１.１.３       音声通信接続 122 
８.１.２.１       バイブレータ機能 123 
    
第９章 周辺オプション一覧 124 
９.１      ＹＳＢシリーズ オプション一覧 125 
                                                                                 
    
付録Ａ付録Ａ付録Ａ付録Ａ     

ループバックテストの準備 127 
 
 



                                   １ 概要  

 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                              第 １ 章 

 
 
                        概      要 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                   １ 概要  

 2 

１ 概要  

 
 
 
１．１１．１１．１１．１    無線バーコードハンディーターミナル無線バーコードハンディーターミナル無線バーコードハンディーターミナル無線バーコードハンディーターミナル 
 
 
ＹＳＢ－２４００ＤＬシリーズ （以下ＹＳＢシリーズと省略）無線バーコードハンディーターミナル
装置（子局）はバーコードスキャナーにより入力されたデータを収集し、それらの収集されたデータを、
規定のフォーマットに従って無線モデム（親局）（ＹＳＭ－２４００Ｄシリーズ）へ伝送する装置です。 
また、子，親局の関係を相互に変えて、システムの運用を拡大する事も可能です。 
 
無線回線上の伝送速度は１Ｍｂｐｓです、また、特殊な誤り訂正符号を用いておりますので、高品位の
データ品質を確保することができます。 
 
また、バーコードスキャナーにより入力されたデータを収集し、それらの収集されたデータを、規定の
フォーマットに従って専用の光通信アダプタＹＣＵ－５０を介してホストコンピュータへ送受信でき、
プログラム、マスターデータをホストコンピュータと送受信できます。 
 
光通信は独自光通信方式とＩｒＤＡ光通信の切り替えとなり、ＩｒＤＡによりＩｒＤＡ対応機器との 
プログラム、データ等を送受信できます。 
また、プリンターも接続可能です。 
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１．２１．２１．２１．２    シリーズ構成シリーズ構成シリーズ構成シリーズ構成 
 
 機種名 RAMｻｲｽﾞ 無線装置 無線伝送速度 光通信 読み取り部   親局 
YSB-2400DL 
YSB-2401DL 

 2MB 
 4MB 

2.4GHz帯 
    〃 

 1Mbps 
    〃 

 あり 
〃 

レーザー式 
 〃 

YSM-2400Dシリーズ 
   〃  

   
 
 ：“第8章 出荷時設定オプション”の音声通信、バイブレータ機能については受注生産のため、当

社営業にご相談下さい。                                                                             
  ：レーザー式はバーコードラベルの読み取り幅が最大３００ｍｍ（マージン含む）、読み取り距離が 

０～４００ｍｍの範囲にて読み取り可能です。 
    但しバーコードラベルの内容により異なりますので詳細は第７章の主な仕様を参照下さい。 
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．３ 特長 

 
 
 
１．３．１１．３．１１．３．１１．３．１    ＹＳＢ－２４００シリーズＹＳＢ－２４００シリーズＹＳＢ－２４００シリーズＹＳＢ－２４００シリーズ 
 

 ・軽量で、持ちやすいコンパクトサイズ。 
 
    ・シンプルなキーボードで操作が簡単、アルファベットのキーインも可能。 
 
    ・漢字表示が可能な大型白黒液晶表示画面を搭載、バックライト機能により暗い場所での使用

も可能。 
 
    ・多種類のバーコードを自動認識により読み取り可能。 
 
    ・メモリーは標準で２ＭＢバイト、４Ｍバイトタイプも用意。 
 
    ・リチュウムイオンバッテリーパックの交換により長時間の使用も可能。 
 
１．３．２１．３．２１．３．２１．３．２    アプリケーションソフト開発アプリケーションソフト開発アプリケーションソフト開発アプリケーションソフト開発 
 
    ・アプリケーションソフトが容易に構築可能。 
 
    ・簡易バーコード収集ソフト（Ｊｕｓｔ ＰａｃｋⅡ）を標準装備。 
 
    ・プログラム開発環境はＣ言語。 
     
１．３．３１．３．３１．３．３１．３．３    システム構築システム構築システム構築システム構築 
 
    ・ＲＳ－２３２Ｃコネクターインターフェースによりプリンターを固定、携帯用に使用可能。 
 
        ・アプリケーションソフトのクローンが現場で可能。 
 
        ・光インターフェースによる高速データ通信も標準装備。 
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１．３．４１．３．４１．３．４１．３．４    無線通信無線通信無線通信無線通信 
 
 
１．３．４．１１．３．４．１１．３．４．１１．３．４．１    免許・資格不要の小電力無線を使用免許・資格不要の小電力無線を使用免許・資格不要の小電力無線を使用免許・資格不要の小電力無線を使用    
 

・ 小電力無線による無線伝送方式。 
・ 無線伝送速度は１Ｍｂｐｓと高速。 
・ 交信距離は見通し距離約１００ｍ（周囲の状況による）。 

 
１．３．４．２１．３．４．２１．３．４．２１．３．４．２    信頼性の高いデータ伝送が可能信頼性の高いデータ伝送が可能信頼性の高いデータ伝送が可能信頼性の高いデータ伝送が可能    
 

・ 無線伝送による誤りに対して、訂正機能を持ち、訂正できなかった誤りに対し     
再送機能があり、エラーフリーの伝送が可能。 

・ 無線品質レベルを表示できる電波監視機能搭載。 
 
１．３．４．３１．３．４．３１．３．４．３１．３．４．３    豊富なシステム構成が行える各種機能を搭載豊富なシステム構成が行える各種機能を搭載豊富なシステム構成が行える各種機能を搭載豊富なシステム構成が行える各種機能を搭載    
    

・ コンテンション、ポーリング等の通信方式が選択可能。 
・ 通信モードは１：１、１：Ｎ、Ｎ：Ｍ、移動体モードが選択可能。 
・ 親局（ＹＳＭ－２４００Ｄシリーズ）は最大９９局まで設定でき、それぞれの親局に対し
て最大９９局まで子局を設定可能。 

・ 子局間相互無線通信も可能。   
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2.1  概要 

 
 
 
 
 
          ＹＳＢシリーズをご使用に際して、基本的な操作方法を記述し、バーコードの読み取り方法、 
 

使用方法、システム構成を説明します。 
 
     また、梱包内容としては 
 
        本体 １台、 バッテリーパック １ケ、 製品ガイド １枚 
 
     が同梱されています。 
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2.2 バーコードの読み取り方法  

 
 
 
“ＰＷ”キーを押し電源を入れます。初期設定完了後、読み取り口をバーコードラベルに近づけ、 
トリガースイッチを押してください。読み取り口のレーザーが点灯し、バーコードを読み取ります。 
読み取りが正常な場合は確認用ＬＥＤが緑色に点灯し、消えます。 
 
  注意：上記の初期設定方法は「第３章 システムモード」をお読みください。 
 
 
 

ＹＳＢ本体
プロテクター

バーコード読み取り口

バーコードラベル
非接触の場合

バーコードラベル

タッチ読み取りの場合

２０°

 
 
 
 

 
 

 
 
 
注意：読み取りが出来ない場合にはバーコードラベルと本体の角度や距離を変えて、再度トリガースイッチ

を押してください。 
  ：バーコードの読み取りの調子が通常よりスムーズでなくなつた場合、読み取り口のウィンドウのゴミ

等を綿棒などで清掃すると読みが良くなる場合があります。 
  ：レーザー光の正反射によるバーコード読み取りが悪くなるデッドゾーンが存在しますので、バーコー

ドラベルと本体が正反射しない角度にしてトリガースイッチを押して下さい。 
 
 
 
 

トリガースイッチを押す

ＰＷキー（電源スイッチ）
確認用ＬＥＤ

Ｃ
Ｈ

Ｐ
Ｗ

７
８

９

４
５

６

１
２

３

０
・

E
N

T

F1
SF

B
S

C

F2
F3

F4
F5

Ｐ
１

Ｐ
２
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2.3 ハンドストラップの使い方 

 
 
 

ハンドストラップ

（オプション）

矢印の方向へ引いて
締める。

ＹＳＢ本体

 
 

携帯時に落下防止のためご使用をお勧めします。 
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2.4 本体の名称と機能説明 

 
 
 
２．４．１２．４．１２．４．１２．４．１    本体の名称と説明本体の名称と説明本体の名称と説明本体の名称と説明 
 
 
 

ディスプレイ

ファンクションキー

確認用LED

コネクター

光インターフェース

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り口

ハンドストラップ用ピン

インターフェース

技術基準適合証明シール

バッテリーパック

リリースボタン

（液晶画面）
文字や数字を表示します。

バーコードを正常に読み
取ると緑色に点灯しま
す。
無線の送信は赤色、受信
は緑色に点灯します。

用カバー

ゴムのふたを開けるとＲＳ
－２３２Ｃ用ジャックが有
ります。

バーコード
を読み取る
時に押して
下さい。

本証明シールは絶対に剥さないで下さい。

携帯時に落下防止の為に使
用します。

パネル

テンキー

トリガー
スイッチ

プロテクター
ウィンドウを保持するゴム製の枠です。

充電端子

光通信アダプタＹＣＵ－５０を使用
時バッテリーパックの充電をする端
子です。
充電端子は汚さないようご注意くだ
さい。

光通信アダプタYCU-
5 0 を 介 し て 、 ホ ス
トコンピュータとデ
ータやプログラムの
通信を行います。

レーザー用コーションラベル

ＣＨＰＷ

７ ８ ９

４ ５ ６

１ ２ ３

０ ・ ENT

F1 SF BS C

F2 F3 F4 F5

Ｐ１

リチウムイオン

バッテリーパック
ＹＳＢシリーズの主電源で
す。

ゴムのふたを開けると音声
通話用ジャックが有りま
す。

Ｐ２
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２．４．２２．４．２２．４．２２．４．２    キーボードパネルの説明キーボードパネルの説明キーボードパネルの説明キーボードパネルの説明 
 
キーの機能はアプリケーションプログラムで設定する事が出来ます。 
下記は、出荷時の設定です。 

Ｐ２Ｐ１

ＣＨＰＷ

７ ８ ９

４ ５ ６

１ ２ ３

０ ・ ENT

F1 SF BS C

F2 F3 F4 F5
ファンクションキー

Ｆ１,Ｆ２,Ｆ３,Ｆ４,Ｆ５

キー

テンキー

数字を入力します。

ＣＨキーと組み合わせて、

英文字、カナを入力でき

ます。

ＥＮＴ（エンター）キー

入力データや操作を確定し

ます。

ＢＳ（バックスペース）キー

１文字戻します。

ＳＦ（シフトキー）

特殊な入力操作用

ＰＷ（電源）キー

電源のＯＮ，ＯＦＦ

Ｃ（クリア）キー

入力のキャンセルや

前画面に戻ります。

Ｐ1、Ｐ2キー

プログラマブルキー

で任意設定可能。

ＣＨキー

数英文字、カナ

入力切替キー。

ＡＢＣ ＤＥＦ ＧＨＩ

ＪＫＬ ＭＮＯ ＰＱＲ

ＳＴＵ ＶＷＸ ＹＺ

+-* ＃％＄

← → ↓↑

 
注意：ＰＷ（電源）キーで電源を一度オフにした時は２秒以上経てから再度オンしてください。 

   ：電源をオンの状態でバッテリーパックを取り外した時は、再度バッテリーパックを装着してから、
２秒以上経てからＰＷキーをオンしてください。 
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２．４．３２．４．３２．４．３２．４．３    バッテリーパックの装着方法バッテリーパックの装着方法バッテリーパックの装着方法バッテリーパックの装着方法 
 
お買い上げ時には本体にバッテリーパックが装着されていませんので、付属のバッテリーパックを下記の様
に装着ください。 
 

ﾘﾘｰｽﾎﾞﾀﾝ

三角矢印

１．バッテーリパックの装着。

①ＹＲＢを裏返します。

②バッテリーパックを斜めに傾け、本体の下側に

軽く押しつけ、回転させながらカチッと音がする

まで押し込んでください。

２．バッテリーパックの取り外し方

リリースボタンの三角矢印方向にスライド

させ、バッテリーパックを回転させながら

取り出してください。

バッテリー
パック

 
 
 
    注意：出荷時の付属バッテリーパックは満充電されていませんので、専用充電器（ＹＣＵ－５０、ＮＣ
－７５、ＮＣ－５００）にて充電してからご使用下さい。 
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２．４．４２．４．４２．４．４２．４．４    バックライトの使用方法バックライトの使用方法バックライトの使用方法バックライトの使用方法 
 
 
ディスプレイ（液晶画面）はＬＥＤ（イエローグリーン色）による照明ができます。 
 
［ＳＦ］＋［トリガースイッチ］キーを同時に押すとバックライトがオンになります。 
再度同様な操作をするとオフとなり、交互にオン、オフを繰り返えします。 
 
但し、オン後キー入力をすると３秒間点灯しその後消灯、再度キーを押すと同じ動作を繰り返します。 
     
注意：レジュ－ム設定“ＯＮ”以外で本体電源をオフすると解除されます、再度セットしてください。 
 
システムモードのＳＥＴ項目のＳｅｔ ＬＣＤ／Ｌｉｇｈｔにより点灯照度を３段階に調
整できます。 「３．２．２システムモードの設定参照」。 
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２．４．５２．４．５２．４．５２．４．５    無線通信試験無線通信試験無線通信試験無線通信試験 
 
操作方法の詳細は第３章 システムモードを参照ください。 
 
■ ＹＳＢ同士のテスト方法を説明します。 
１．システムモードを起動します。［ＳＦ］＋［Ｆ１］キーを押しながら［ＰＷ］キーで電源をオンしてく
ださい。 
２．システムモードメニューの２：Ｓｅｔ→８：Ｓｅｔ Ｍｏｄｅｍで条件設定します。 
３．システムモードメユーに戻り７：Ｔｅｓｔ→９：Ｍｏｄｅｍを選択します。 
 
■ 無線送信と受信の試験を行います。この試験は、設置環境の良否を判断するとき等にも利用すると便利
です。 

 
                   送受選択画面 

 
Test Modem 

 
 
   1:Transmit 
   2:Receive 
   

 
 
 
 
    送信試験 
    受信試験 
 
   ［Ｃ］キーで、テストメニューへ戻ります。 
  

 
 
        □送信テスト 
          ［１］、［ＥＮＴ］キーで送信試験を開始します。４秒間に２秒の割合でテスト送信を繰り返し

ます。 
［Ｃ］キーで停止して、送受選択画面に戻ります。 
 

                   送信中の画面                         送信停止画面 
 
Test Modem TX 
 
 
<<< Transmit >>> 

 
 
 
２秒間送信後  

      → 

 
Test Modem TX 

 
 
   End Trans !! 

                                      ２秒間休止後 
 

テスト送信は、８０ｂｙｔｅのデータを２０ｍｓｅｃ間隔で１００回送信し、２秒間休みます。
これを繰り返します。 
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        □受信テスト 
          ［２］、［ＥＮＴ］キーで受信試験を開始します。受信試験で受信できる電波は、上記の送信試

験の電波です。 
［Ｃ］キーで受信終了後、送受選択画面に戻ります。 
 
エリア試験での目安は、受信成立（Ｄａｔａ）が８０％以上でのご使用をおすすめします。 
 
 

                   受信中の画面                         送信停止画面 
 
Test Modem RX 
 
Data 060% ■■■□□ 
 
Signal    ■■■■■ 
 
RSSI Level■■■■□ 

 
 
 
  受信終了 
      → 
 
 
  
 
 

 
Test Modem RX 

 
Data 000% □□□□□ 
 
Signal    □□□□□ 
 
RSSI Level□□□□□ 

 
Ｄａｔａ      ： 受信成立（％） 
Ｓｉｇｎａｌ    ： 信号品質 
ＲＳＳＩ Ｌｅｖｅｌ： 受信電界強度 

 
 注意：無線通信試験は同一のグループでの試験（他のグループでは試験できません）となります。 
 
 

■ ＹＳＭとＹＳＢのテスト方法を説明します。 
 
ＹＳＢの設定はＹＳＢ同士の設定と同じです。 
 
ＹＳＭシリーズからテスト送信する場合は、「ＭＯＤＥ  ＳＥＬＥＣＴ」スイッチを使用してのテスト
送信と“ＴＳＴ”コマンドによるテスト送信とがあります。 
（同一グループ同報テスト送信） 

 
        □ ＹＳＭの「ＭＯＤＥ  ＳＥＬＥＣＴ」スイッチを使用してのテスト送信はスイッチ６を“ＯＮ

”して、電源を入れなおすかまたは、リセットスイッチを押すとテスト送信を開始します。終
了はスイッチ６を“ＯＦＦ”にします。 

        □ “ＴＳＴ”コマンドによりテスト送信します。終了はスペースキーにより終了します。 
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２．５ システム構成 

 
 
 
２．５．１２．５．１２．５．１２．５．１    必要なハードウェア必要なハードウェア必要なハードウェア必要なハードウェア 
 
 
ホストコンピュータ  ：ユーザプログラム、データ管理、転送機能 
ＹＣＵ－５０     ：ＹＳＢシリーズ用光通信アダプタ（充電機能あり） 
ＲＳ－２３２Ｃケーブル：ＹＣＵ－５０とホストコンピュータの通信接続用 
ＨＴ－ＨＯＳＴケーブル：ＹＳＢシリーズ用とホストコンピュータの通信接続用 
 
 
■ホストコンピュータ 
 
ＯＳ：ＷＩＮＤＯＷＳ ９５、９８，ＮＴ４．０ 
メインメモリ：１６ＭＢ以上 
 

  ＊ＷＩＮＤＯＷＳは米国マイクロソフト社の登録商標です。 
 
 
■ＹＣＵ－５０とＲＳ－２３２Ｃケーブル（ＣＴ－６６、ＣＴ－６７） 
 
ＹＣＵ－５０はＹＳＢシリーズ用光通信アダプタです。ＹＳＢシリーズとホストコンピュータ間のデータお
よびプログラムの転送を制御します。ＹＳＢシリーズとは光通信、ホストコンピュータとはＲＳ－２３２Ｃ
ケーブルによって通信を行います。 
 
ＹＳＢ同士は、プラグを介してＨＴ－ＨＴケーブル（ＣＴ－１８）で接続する事が出来ます。また、ＨＴ－
ＨＯＳＴケーブル（ＣＴ－１７、ＣＴ－２２）を使用しますと、ＹＳＢ本体とホストコンピュータ間の通信
も可能となります。但し、ＹＳＢ本体とホストコンピュータ間の通信には本プラグが頻繁に着脱されるのを
想定していませんので、頻繁に使用する場合はＹＣＵ－５０をご使用ください。 
 
 
２．５．２２．５．２２．５．２２．５．２    必要なソフトウェア必要なソフトウェア必要なソフトウェア必要なソフトウェア 
 
 
■パッケージソフト”Ｊｕｓｔ ＰａｃｋⅡ” 
ＹＳＢ シリーズに標準装備されているアプリケーションソフトです。 
         
■標準ライブラリー（オプション－－ソフト開発キットに含まれています。） 
ＹＳＢ シリーズの当社専用関数です。 
 
■転送ユーティリティガイド（オプション－－ソフト開発キットに含まれています。） 
ホストコンピュータとＹＳＢ シリーズ本体との間で、データ及びプログラムの転送を行います。
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２．５．３２．５．３２．５．３２．５．３    システムの構成システムの構成システムの構成システムの構成 
 
 
ホストコンピュータとの接続方法としてＹＳＢシリーズは光通信アダプタ（ＹＣＵ－５０）または、ＨＴ－
ＨＯＳＴケーブル（ＣＴ－１７、ＣＴ－２２）を使用します。 
 
注意：ＹＳＭ－２４００Ｄシリーズを使用される場合は、それぞれの機器の取り扱い説明書または、製品ガ

イドを参照下さい。 
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２．６ 通信システム構成 

 
 
 
２．６．１２．６．１２．６．１２．６．１    無線通信（ＲＦ）無線通信（ＲＦ）無線通信（ＲＦ）無線通信（ＲＦ） 
 
システムを構築する上での運用形態として、次の三つの通信モードを選択することができます。 
 
２．６．１．１２．６．１．１２．６．１．１２．６．１．１    １：Ｎ通信モード１：Ｎ通信モード１：Ｎ通信モード１：Ｎ通信モード 
 
１台の親局と最大９９台の子局との通信を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    親局 (ID:00)                            子局 

 

                  １：Ｎ通信の場合のモデムアドレス設定例  
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２．６．１．２２．６．１．２２．６．１．２２．６．１．２    Ｍ：Ｎ通信モードＭ：Ｎ通信モードＭ：Ｎ通信モードＭ：Ｎ通信モード 
 
異なるグループＮＯ．を設定することにより、複数の通信グループを構成することができます。この時、親
局同士の通信や１台の親局と他グループの子局との通信も可能ですのでよりフレキシブルなシステムを構築
することができます。 
親局、子局の設定は、第３章システムモードのＳｅｔのＳｅｔＭｏｄｅｍで選択します。親局は最大９９台
まで、子局は最大９９台まで設置することができます。 

 

 

 

                                                       N1 

 

 

 

 

 

Ｍ                                                    N2     Ｎ  

局                                                          局 

 

 

 

 

                                                        

                                                       N3 

 

 

M≦99                                              N=N1+N2+N3・・ 

                                                 N1,N2,N3・・≦99 

 

                  M：Ｎ通信の場合のモデムアドレス設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



                                     ２ 機器の取扱い説明 

 20 

２．６．１．３２．６．１．３２．６．１．３２．６．１．３    移動体対応モード移動体対応モード移動体対応モード移動体対応モード 
 
親局を分散して配置することにより通信エリアを拡大することが可能です。親局からデ 
ータを送りたい場合にはホストコンピュータの指示により各親局を通じて順次各子局に呼 
びかけを行い、接続できた親局を通じて通信を行います。 
また子局からデータを送信したい場合で、その子局がどの親局から通信可能なエリアに 
あるか不明な時は、特別なコマンドを送信することによってその子局がどの親局のエリア 
にあるかホストコンピュータに知らせることができますので、ホストコンピュータはその 
子局からのデータを受信することが可能となります。 
 
 
 

 

                            子局 

 

 

 

 

 

 

 

         親局１                親局２                 親局３ 

 

 

 

 

 

                                      ホストコンピュータ 

 

 

 

 

                  移動体通信の場合のモデムアドレス設定例
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２．６．２２．６．２２．６．２２．６．２    光通信（Ｐｈｏｔｏ光通信（Ｐｈｏｔｏ光通信（Ｐｈｏｔｏ光通信（Ｐｈｏｔｏ    Ｃｏｍ）Ｃｏｍ）Ｃｏｍ）Ｃｏｍ） 
 
規定のフォーマットに従って専用の光通信アダプタＹＣＵ－５０を介してホストコンピュ
ータへ送受信でき、プログラム、マスターデータをホストコンピュータと送受信できます。 
 
光通信は独自光通信方式（Ｐｈｏｔｏ Ｃｏｍ）とＩｒＤＡ光通信（ＩｒＤＡ Ｃｏｍ）の 
切り替えとなり、ＩｒＤＡによりＩｒＤＡ対応機器とのプログラム、データ等を送受信でき
ます。 
 

独自光通信方式

ＹＣＵ－５０

Ｃ
Ｈ

Ｐ
Ｗ

７
８

９

４
５

６

１
２

３

０
・

EN
T

F1
SF

B
S

C

F2
F3

F4
F5

ＹＳＢ本体

ＩｒＤＡ光通信

(RS-232C有線）
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２．６．３２．６．３２．６．３２．６．３    ジャッジャッジャッジャック通信（Ｊａｃｋク通信（Ｊａｃｋク通信（Ｊａｃｋク通信（Ｊａｃｋ    Ｃｏｍ）Ｃｏｍ）Ｃｏｍ）Ｃｏｍ） 
 
ＲＳ－２３２Ｃのシリアルデータ伝送を標準としておりますので、ＲＳ－２３２Ｃインター
フェースを装備した端末機器であれば、プログラム、データ等を送受信できます。 
 
またプリンターも接続可能です。 
 
ＹＳＢ同士を接続しプログラム、データ等をコピーできます。 
 

ＨＴ－ＨＯＳＴケーブル

（ＲＳ－２３２Ｃ）

ＹＳＢ本体

ＨＴ－ＨＴケーブル

（ＲＳ－２３２Ｃ）

ＹＳＢ本体

ＹＣＵ－５０

ＲＳ－２３２Ｃケーブル
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２．６．４２．６．４２．６．４２．６．４    音声通信（出荷時設定オプション）音声通信（出荷時設定オプション）音声通信（出荷時設定オプション）音声通信（出荷時設定オプション） 
 
  ＹＳＢの音声通信（出荷時設定オプション）はＹＳＢ本体にヘッドセット（ＶＣ－２

５）（オプション）を接続し音声を無線にてＹＳＭ－２４００ＤシリーズやＹＳＢシ
リーズに音声通信を行う機能です。 

 
   音声通信は単信です、同時通話はできません。 
 

音声通信は１対１の通信と、同報通信が使用できます。 
 

音 声 通 信 の 送 信 切 り 換 え は Ｖ Ｃ － ２ ５ の Ｖ Ｏ Ｘ ま た は Ｐ Ｔ Ｔ スイッチにて 
切り換えます。 
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                                  ３ システムモード 

 25 

３．１ 概要 

 
 
 システムモードは、ＹＳＢシリーズの動作環境を制御する各種パラメータを、ＬＣＤの画面表示
により、確認・設定するモードです。 
 このシステムモードには自己診断機能もあるので、ＹＳＢシリーズの入出力やメモリー等を試験
する事も出来ます。 
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３．２ システムモードの起動と終了  

 
 
３３３３．２．１．２．１．２．１．２．１    システムモードの起動システムモードの起動システムモードの起動システムモードの起動    
 
 システムモードで起動するには、［ＳＦ］キーと［Ｆ１］キーを押した状態で［ＰＷ］キーで、
電源を投入して下さい。 
 システムモードで起動した場合は、以下の画面を表示します。 
 
                                                        システムモード            
         システムモード開始画面                         ・メインメニュー画面      

 [YSB-2400DL] Series  
      Barcode         
   Handy Terminal     
--------------------- 
    Version 2.100     
--------------------- 
   Vertex Standard    
    Co.,Ltd. 2000      

 
    約３秒で画面が 
        変わります。 
 
――――――――――→ 
 
 
 

  SYSTEM MODE MENU    
   1:Exec Select      
   2:Set              
   3:Down Load        
   4:Up   Load        
   5:Delete           
   6:Memory Clear     
   7:Test             

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
３．２．２３．２．２３．２．２３．２．２    システムモードの終了システムモードの終了システムモードの終了システムモードの終了    
 
 終了の方法は、次の通りです。 
 
（１） ［ＰＷ］キーを約 1秒間押続けますと、電源が切断され終了します。 
 
（２） 「Ｅｘｅｃ Ｓｅｌｅｃｔ」からアプリケーションソフトウェアを起動することにより、 
   システムモードを自動終了させる。 （３.３.２「Ｅｘｅｃ Ｓｅｌｅｃｔ」実行プログラ

ムの選択を参照） 
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３．３ システムモードの説明 

 
 
３．３．１３．３．１３．３．１３．３．１    「ＳＹＳＴＥＭ「ＳＹＳＴＥＭ「ＳＹＳＴＥＭ「ＳＹＳＴＥＭ    ＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥＭＯＤＥ    ＭＥＮＵ」システムモードのメインメニューＭＥＮＵ」システムモードのメインメニューＭＥＮＵ」システムモードのメインメニューＭＥＮＵ」システムモードのメインメニュー    
 
 システムモードでの電源投入により、メインメニューを表示、自動的に開始します。 
 システムモードの開始の時点では、「１：Ｅｘｅｃ Ｓｅｌｅｃｔ」が反転表示します。 
 ［１］～［７］キーを押すことで、対応する項目へ反転表示が移動します。 
 ［ＥＮＴ］キーを押すと、反転表示中の項目の設定画面に移ります。 
 
         システムモード            
         ・メインメニュー画面      

  SYSTEM MODE MENU    
   1:Exec Select      
   2:Set              
   3:Down Load        
   4:Up   Load        
   5:Delete           
   6:Memory Clear     
   7:Test             

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  実行プログラムの選択  ３.３.２へ。 
 ・［２］―――――――――→  各パラメータ類の設定  ３.３.３へ。 
 ・［３］―――――――――→  ファイルのダウンロード ３.３.４へ。 
 ・［４］―――――――――→  ファイルのアップロード ３.３.５へ。 
 ・［５］―――――――――→  ファイルの消去     ３.３.６へ。 
 ・［６］―――――――――→  メモリーの初期化    ３.３.７へ。 
 ・［７］―――――――――→  各種テスト       ３.３.８へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目設定画面へ移ります。 
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３．３．２３．３．２３．３．２３．３．２    「Ｅｘｅｃ「Ｅｘｅｃ「Ｅｘｅｃ「Ｅｘｅｃ    Ｓｅｌｅｃｔ」実行プログラムの選択Ｓｅｌｅｃｔ」実行プログラムの選択Ｓｅｌｅｃｔ」実行プログラムの選択Ｓｅｌｅｃｔ」実行プログラムの選択    
    
 実行プログラムを選択します。 
 Ｅｘｅｃ Ｓｅｌｅｃｔ画面を表示します。 
 通常の電源投入で起動する時に、動作させたいアプリケーションソフトウェアを設定します。 
 選択対象となるアプリケーションソフトウェアは、標準装備の「Ｊｕｓｔ Ｐａｃｋ」か、既に
ダウンロードされている「Ｕｓｅｒ Ｐｒｏｇｒａｍ」のどちらか一方です。 
 「Ｕｓｅｒ Ｐｒｏｇｒａｍ」がダウンロードされていない場合は、「Ｊｕｓｔ Ｐａｃｋ」を
自動的に設定します。 
 
         実行プログラムの         
         選択画面      

   [Exec Select]      
                      
   1:Just Pack        
                      
   2:User Program     
--------------------- 
                      
    <ENT>->Start      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  「Ｊｕｓｔ Ｐａｃｋ」を選択。 
 ・［２］―――――――――→  「Ｕｓｅｒ Ｐｒｏｇｒａｍ」を選択。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  反転表示の方を実行、システムモードは終了。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  メインメニューへ戻ります。 
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３．３．３３．３．３３．３．３３．３．３    「Ｓｅｔ」各パラメータ類の設定「Ｓｅｔ」各パラメータ類の設定「Ｓｅｔ」各パラメータ類の設定「Ｓｅｔ」各パラメータ類の設定 
 
 各パラメータの設定を変更・選択・確認します。 
 ［１］～［９］キーで反転表示を移動し、［ＥＮＴ］キーで、該当項目の画面へ移動します。 
 各項目と説明は以下の項目・項番を参照して下さい。 
 
         各パラメータ類の設定の    
         セットメニュー画面      

     [Set Menu]       
                      
1:Auto Mode 6:Memory  
2:Date/Time 7:BCR 
3:LCD/Light 8:Loader 
4:Buzzer    9:Modem   
5:Com       0:Save     
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  レジュームとオートパワーオフ設定 ３.３.３.１へ。 
 ・［２］―――――――――→  日付と時間の設定         ３.３.３.２へ。 
 ・［３］―――――――――→  ＬＣＤの設定           ３.３.３.３へ。 
 ・［４］―――――――――→  ブザーの設定           ３.３.３.４へ。 
 ・［５］―――――――――→  Ｃｏｍ通信の設定         ３.３.３.５へ。 
 ・［６］―――――――――→  メモリーサイズの設定       ３.３.３.６へ。 
 ・［７］―――――――――→  ＢＣＲ読み取りレベルの設定    ３.３.３.７へ。 
 ・［８］―――――――――→  ローダーポートの設定       ３.３.３.８へ。 
 ・［９］―――――――――→  無線通信の設定          ３.３.３.９へ。 
 ・［０］―――――――――→  設定のセーブ           ３.３.３.１０へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択項目の実行画面へ移ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  メインメニューへ戻ります。 
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３．３．３．１３．３．３．１３．３．３．１３．３．３．１    「Ａ「Ａ「Ａ「Ａｕｔｏｕｔｏｕｔｏｕｔｏ    Ｍｏｄｅ」レジュームとオートパワーオフの設定Ｍｏｄｅ」レジュームとオートパワーオフの設定Ｍｏｄｅ」レジュームとオートパワーオフの設定Ｍｏｄｅ」レジュームとオートパワーオフの設定    
    
 レジューム機能とオートパワーオフ機能の設定を行います。各項目の説明と操作を記します。 
 
 「Ｒｅｓｕｍｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ」・・・・・レジューム機能の設定 
 一度電源を切断した後、再度電源を投入した時に、元の状態で復元（Ｒｅｓｕｍｅ＝オン）し 
  ます。   
  
 「Ａｕｔｏ ＯＦＦ Ｔｉｍｅ」・・・・・・・オートパワーオフ機能の設定 
 設定した時間内に、ある一定の動作が行われなかった場合に、自動的に電源を切断します。 
 （ある一定の動作とは、通信・バーコードの読取り・キー操作を指します。が、キー操作のうち
［Ｆ１］～［Ｆ５］［ＳＦ］キーは、この場合のキー操作からは除きます。） 
 オートパワーオフの時間は、１分～１５分の１分単位で設定出来ます。 
 ０分で設定した場合は、オートパワーオフは機能しません。 
 
         レジューム／オートパワーオフ    
         の選択画面      

  [Set Auto Mode]     
                      
  *Resume Function    
    1:ON   2:OFF      
                      
   Auto OFF Time      
     [  0]minute      
 <BS>->Up < ･>->Down  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 「Ｒｅｓｕｍｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ」側に“＊”が在る時 
 ・［１］―――――――――→  レジューム機能をオンで設定。 
 ・［２］―――――――――→  レジューム機能をオフで設定。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  オートパワーオフの項目へ、“＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  セットメニューへ戻ります。 
 
 「Ａｕｔｏ ＯＦＦ Ｔｉｍｅ」側に”＊”が在る時 
 ・［ＢＳ］――――――――→  オートパワーオフの時間を＋１分します。 
 ・［・］―――――――――→  オートパワーオフの時間を－１分します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  レジュームの項目へ、”＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  セットメニューへ戻ります。 
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３．３．３．２３．３．３．２３．３．３．２３．３．３．２    「Ｄａｔｅ／Ｔｉｍｅ」日付と時間の設定「Ｄａｔｅ／Ｔｉｍｅ」日付と時間の設定「Ｄａｔｅ／Ｔｉｍｅ」日付と時間の設定「Ｄａｔｅ／Ｔｉｍｅ」日付と時間の設定    
 
 ＹＳＢシリーズ内蔵のクロックＩＣに日付と時間の設定を行います。 
 ［ＥＮＴ］キーを押すことで、”＊”の表示位置（設定項目）が上下します。 
 各項目の説明と操作は以下の通りです。 
 
 「Ｄａｔｅ」・・・・・日付の設定 
ＹＲＢ本体が持つ日付の設定を行います。 
［１］～［９］のキーで、年・月・日を各２桁で設定します。 
 
 「Ｔｉｍｅ」・・・・・時間の設定 
ＹＲＢ本体が持つ時計の設定を行います。 
［１］～［９］のキーで、時・分・秒を各２桁で設定します。 
                                   
         日付・時刻の設定画面      

  [Set Date/Time]     
                      
     *D a t e =       
     [99/12/31]       
                      
      T I m e =       
     [23:59:59]       
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［０］～［９］―――――→  ２桁毎に年・月・日／時・分・秒を入力して表示します。 
 ・［ＢＳ］――――――――→  入力位置が一つ左へ戻ります。 
 ・［・］―――――――――→  入力位置が一つ右へ進みます。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  年月日／時分秒を決定し、”＊”表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  セットメニューへ戻ります。 
 
ご注意：「年」は西暦の下２桁、「時」は２４時間表示で入力して下さい。 
    ：入力値に異常がある場合は、［ＥＮＴ］キーを押してもブザー音が３回鳴るだけで変更

しません。 
    ：［ＥＮＴ］キーを押さないでセットメニューに戻る様な場合は、変更されません。 
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３．３．３．３３．３．３．３３．３．３．３３．３．３．３    「ＬＣ「ＬＣ「ＬＣ「ＬＣＤ／Ｌｉｇｈｔ」ＬＣＤの設定Ｄ／Ｌｉｇｈｔ」ＬＣＤの設定Ｄ／Ｌｉｇｈｔ」ＬＣＤの設定Ｄ／Ｌｉｇｈｔ」ＬＣＤの設定 
 
 ＬＣＤのコントラストとバックライトを調節します。 
                                   
         ＬＣＤの項目選択画面      

   [Set LCD/Light]    
                      
 1:LCD Contrast       
                      
 2:Back Light Volume  
                      
 3:LCD Disp Offset     
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  コントラストの設定       ３.３.３.３.１へ。 
 ・［２］―――――――――→  バックライトの設定       ３.３.３.３.２へ。 
 ・［３］―――――――――→  表示位置オフセットの設定    ３.３.３.３.３へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目設定画面へ移ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  セットメニューへ戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
３．３．３．３．１３．３．３．３．１３．３．３．３．１３．３．３．３．１    「ＬＣＤ「ＬＣＤ「ＬＣＤ「ＬＣＤ    Ｃｏｎｔｒａｓｔ」コントラストの設定Ｃｏｎｔｒａｓｔ」コントラストの設定Ｃｏｎｔｒａｓｔ」コントラストの設定Ｃｏｎｔｒａｓｔ」コントラストの設定    
    
ＬＣＤのコントラスト（濃淡）を調節します。（８階調） 
 
         ＬＣＤのコントラスト 
         の設定画面      

   [Set LCD/Light]    
    LCD Contrast      
                      
      L     H         
                      
                      
                      
 <BS>->Up < ･>->Down  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［ＢＳ］――――――――→  濃淡が一段階分濃くなります。 
 ・［・］―――――――――→  濃淡が一段階分淡くなります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  ＬＣＤの項目選択画面へ戻ります。 
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３．３．３．３．２３．３．３．３．２３．３．３．３．２３．３．３．３．２    「Ｂａｃｋ「Ｂａｃｋ「Ｂａｃｋ「Ｂａｃｋ    ＬｉｇｈｔＬｉｇｈｔＬｉｇｈｔＬｉｇｈｔ    Ｖｏｌｕｍｅ」バックライトの設定Ｖｏｌｕｍｅ」バックライトの設定Ｖｏｌｕｍｅ」バックライトの設定Ｖｏｌｕｍｅ」バックライトの設定 
 
 ＬＣＤのバックライトの輝度を調整します。（３階調） 
 
        ＬＣＤのバックライト      
          の設定画面      

   [Set LCD/Light]    
  Back Light Volume   
                      
       L    H         
                      
                      
                      
 <BS>->Up < ･>->Down  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［ＢＳ］――――――――→  バックライトが一段階分明るくなります。 
 ・［・］―――――――――→  バックライトが一段階分暗くなります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  ＬＣＤの項目選択画面へ戻ります。 
    
３．３．３．３．３３．３．３．３．３３．３．３．３．３３．３．３．３．３    「ＬＣＤ「ＬＣＤ「ＬＣＤ「ＬＣＤ    ＤｉｓｐＤｉｓｐＤｉｓｐＤｉｓｐ    Ｏｆｆｓｅｔ」表示位置オフセットの設定Ｏｆｆｓｅｔ」表示位置オフセットの設定Ｏｆｆｓｅｔ」表示位置オフセットの設定Ｏｆｆｓｅｔ」表示位置オフセットの設定 
 
 ＬＣＤの文字の表示位置のオフセットを調整します。 
 ＹＲＢシリーズのユーザープログラムを使用した場合に、文字の表示位置を中央にずらすことが
できます。 
 
 「ＡＮＫ Ｃｈａｒ」・・・・・・・・・ＡＮＫ文字表示のオフセット 
ユーザープログラムのＡＮＫ文字表示時に設定した数、ＡＮＫ文字単位で表示が右にずれます。 
［０］～［５］のキーで、ＡＮＫ文字を右にずらす数を設定します。 
 
 「Ｈａｎｋａｋｕ Ｃｈａｒ」・・・・・半角及び漢字文字表示のオフセット 
ユーザープログラムの半角及び漢字文字表示時に設定した数、半角文字単位で表示が右にずれます。 
［０］～［４］のキーで、半角及び漢字文字を右にずらす数を設定します。 
        ＬＣＤのバックライト      
          の設定画面      

   [Set LCD/Light]    
   LCD Disp Offset   
                      
 *ANK Char     = 0     
   
  Hankaku Char = 0     
                      
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［０］～［５］―――――→  表示オフセット値を入力して表示します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  表示オフセット値を決定し、”＊”表示が移動します。 
・［Ｃ］―――――――――→  ＬＣＤの項目選択画面へ戻ります。 
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３．３．３．４３．３．３．４３．３．３．４３．３．３．４    「Ｂｕｚｚｅｒ」ブザーの設定「Ｂｕｚｚｅｒ」ブザーの設定「Ｂｕｚｚｅｒ」ブザーの設定「Ｂｕｚｚｅｒ」ブザーの設定 
 
 ブザーの音量・周波数とキークリック音の設定を行います。 
 各項目の説明と操作は以下の通りです。 
                                   
         ブザーの項目選択画面      

    [Set Buzzer]      
                      
   1:Buzzer Volume    
                      
   2:Buzzer Clock     
                      
   3:Key Click        
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  ブザー音の音量設定     ３.３.３.４.１へ。 
 ・［２］―――――――――→  ブザー周波数の設定     ３.３.３.４.２へ。 
 ・［３］―――――――――→  キークリック音の設定    ３.３.３.４.３へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目設定画面へ移ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  セットメニューへ戻ります。 
 
 
 
３．３．３．４．１３．３．３．４．１３．３．３．４．１３．３．３．４．１    「Ｂｕｚｚｅｒ「Ｂｕｚｚｅｒ「Ｂｕｚｚｅｒ「Ｂｕｚｚｅｒ    Ｖｏｌｕｍｅ」ブザー音の音量設定Ｖｏｌｕｍｅ」ブザー音の音量設定Ｖｏｌｕｍｅ」ブザー音の音量設定Ｖｏｌｕｍｅ」ブザー音の音量設定    
                                   
 ブザーの音量を調節します。（４段階） 
 
         ブザー音の音量設定画面    

    [Set Buzzer]      
   Buzzer Volume      
                      
       L    H         
                      
                      
                      
 <BS>->Up < ･>->Down  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［ＢＳ］――――――――→  ブザー音の音量が一段階分大きくなります。 
 ・［・］―――――――――→  ブザー音の音量が一段階分小さくなります。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  ブザー周波数の設定画面へ変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  ブザーの項目選択画面へ戻ります。 
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３．３．３．４．２３．３．３．４．２３．３．３．４．２３．３．３．４．２    「Ｂｕｚｚｅｒ「Ｂｕｚｚｅｒ「Ｂｕｚｚｅｒ「Ｂｕｚｚｅｒ    Ｃｌｏｃｋ」ブザー周波数の設定Ｃｌｏｃｋ」ブザー周波数の設定Ｃｌｏｃｋ」ブザー周波数の設定Ｃｌｏｃｋ」ブザー周波数の設定    
                                   
         ブザー周波数の設定画面    

    [Set Buzzer]      
    Buzzer Clock      
                      
      1: 465Hz        
      2: 931Hz        
      3:1862Hz        
      4:2794Hz        
      5:3724Hz        

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  ブザー音の周波数を ４６５Ｈｚで設定します。 
 ・［２］―――――――――→  ブザー音の周波数を ９３１Ｈｚで設定します。 
 ・［３］―――――――――→  ブザー音の周波数を１８６２Ｈｚで設定します。 
 ・［４］―――――――――→  ブザー音の周波数を２７９４Ｈｚで設定します。 
 ・［５］―――――――――→  ブザー音の周波数を３７２４Ｈｚで設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  キークリック音の設定画面へ変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  ブザーの項目選択画面へ戻ります。 
 
 
 
３．３．３．４．３３．３．３．４．３３．３．３．４．３３．３．３．４．３    「Ｋｅｙ「Ｋｅｙ「Ｋｅｙ「Ｋｅｙ    Ｃｌｉｃｋ」キークリック音の設定Ｃｌｉｃｋ」キークリック音の設定Ｃｌｉｃｋ」キークリック音の設定Ｃｌｉｃｋ」キークリック音の設定    
                                   
         キークリック音の設定画面  

    [Set Buzzer]      
     Key Click        
                      
                      
       1:ON           
       2:OFF          
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  キークリック音をオンで設定します。 
 ・［２］―――――――――→  キークリック音をオフで設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  ブザー音の音量設定画面へ変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  ブザーの項目選択画面へ戻ります。 
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３．３．３．５３．３．３．５３．３．３．５３．３．３．５    「Ｃｏｍ」通信の設定「Ｃｏｍ」通信の設定「Ｃｏｍ」通信の設定「Ｃｏｍ」通信の設定    
    
 ＹＳＢシリーズがデータやプログラムのロード時に利用する、通信の各種設定を行います。 
                                   
         通信の項目設定画面    

     [Set Com]        
                      
   1:Set Photo Com    
                      
   2:Set Jack Com     
                      
   3:Set Default      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  光通信のボーレートの設定  ３.３.３.５.１へ。 
 ・［２］―――――――――→  有線通信の設定      ３.３.３.５.２へ。 
 ・［３］―――――――――→  使用する通信方式の設定  ３.３.３.５.３へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目設定画面へ移ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  セットメニューへ戻ります。 
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３．３．３．５．１３．３．３．５．１３．３．３．５．１３．３．３．５．１    「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ    ＰｈｏｔｏＰｈｏｔｏＰｈｏｔｏＰｈｏｔｏ    Ｃｏｍ」光通信のボーレートの設定Ｃｏｍ」光通信のボーレートの設定Ｃｏｍ」光通信のボーレートの設定Ｃｏｍ」光通信のボーレートの設定    
 
 
         光通信の                  
         ボーレートの設定画面      

  [Set Photo Com]     
   Baudrate (bps)     
                      
  1: 2400  5: 38400   
  2: 4800  6: 57600   
  3: 9600  7:115200   
  4:19200             
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  光通信のボーレートを  ２４００ｂｐｓで設定します。 
 ・［２］―――――――――→  光通信のボーレートを  ４８００ｂｐｓで設定します。 
 ・［３］―――――――――→  光通信のボーレートを  ９６００ｂｐｓで設定します。 
 ・［４］―――――――――→  光通信のボーレートを １９２００ｂｐｓで設定します。 
 ・［５］―――――――――→  光通信のボーレートを ３８４００ｂｐｓで設定します。 
 ・［６］―――――――――→  光通信のボーレートを ５７６００ｂｐｓで設定します。 
 ・［７］―――――――――→  光通信のボーレートを１１５２００ｂｐｓで設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  光通信のフロー制御の設定画面へ変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  光通信の項目選択画面へ戻ります。 
 
 
＊ 注意 
バージョン１．００４より古いバージョンでは、Ｘ Ｐａｒａｍｅｔｅｒの設定がありますが、
Ｘ Ｐａｒａｍｅｔｅｒは、１：Ｎｏｎｅに設定してください。 
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３．３．３．５．２３．３．３．５．２３．３．３．５．２３．３．３．５．２    「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ    ＪａｃｋＪａｃｋＪａｃｋＪａｃｋ    Ｃｏｍ」有線通信の設定Ｃｏｍ」有線通信の設定Ｃｏｍ」有線通信の設定Ｃｏｍ」有線通信の設定    
 
 有線通信のポートを使用する場合、次の項目の設定を整合しておく必要があります。 
                                   
         有線通信の項目設定画面    

   [Set Jack Com]     
                      
   1:Data Bit         
   2:Stop Bit         
   3:Parity Check     
   4:Baudrate         
   5:X Parameter      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  有線通信のデータビットの設定  ３.３.３.５.２.１へ。 
 ・［２］―――――――――→  有線通信のストップビットの設定 ３.３.３.５.２.２へ。 
 ・［３］―――――――――→  有線通信のパリティビットの設定 ３.３.３.５.２.３へ。 
 ・［４］―――――――――→  有線通信のボーレートの設定   ３.３.３.５.２.４へ。 
 ・［５］―――――――――→  有線通信のフロー制御の設定   ３.３.３.５.２.５へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目の設定画面へ移ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  通信の項目選択画面へ戻ります。 
 
 
 
３．３．３．５．２．１３．３．３．５．２．１３．３．３．５．２．１３．３．３．５．２．１    「Ｄａｔａ「Ｄａｔａ「Ｄａｔａ「Ｄａｔａ    Ｂｉｔ」有線通信のデータビットの設定Ｂｉｔ」有線通信のデータビットの設定Ｂｉｔ」有線通信のデータビットの設定Ｂｉｔ」有線通信のデータビットの設定    
 
         有線通信の                
         データビットの設定画面    

   [Set Jack Com]     
      Data Bit        
                      
       1:7Bit         
       2:8Bit         
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 
 ・［１］―――――――――→  有線通信のデータビットを７ビットで設定します。 
 ・［２］―――――――――→  有線通信のデータビットを８ビットで設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  有線通信のストップビットの設定画面へ変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  有線通信の項目選択画面へ戻ります。 
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３．３．３．５．２．２３．３．３．５．２．２３．３．３．５．２．２３．３．３．５．２．２    「Ｓｔｏｐ「Ｓｔｏｐ「Ｓｔｏｐ「Ｓｔｏｐ    Ｂｉｔ」有線通信のストップビットの設定Ｂｉｔ」有線通信のストップビットの設定Ｂｉｔ」有線通信のストップビットの設定Ｂｉｔ」有線通信のストップビットの設定    
 
        有線通信の               
        ストップビットの設定画面   

   [Set Jack Com]     
      Stop Bit        
                      
       1:1Bit         
       2:2Bit         
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  有線通信のストップビットを１ビットで設定します。 
 ・［２］―――――――――→  有線通信のストップビットを２ビットで設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  有線通信のパリティビットの設定画面へ変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  有線通信の項目選択画面へ戻ります。 
 
 
 
３．３．３．５．２．３３．３．３．５．２．３３．３．３．５．２．３３．３．３．５．２．３    「Ｐａｒｉｔｙ「Ｐａｒｉｔｙ「Ｐａｒｉｔｙ「Ｐａｒｉｔｙ    Ｂｉｔ」有線通信のパリティビットの設定Ｂｉｔ」有線通信のパリティビットの設定Ｂｉｔ」有線通信のパリティビットの設定Ｂｉｔ」有線通信のパリティビットの設定    
 
          有線通信の               
        パリティビットの設定画面   

   [Set Jack Com]     
    Parity Check      
                      
       1:None         
       2:Odd          
       3:Even         
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  有線通信のパリティビットをなしで設定します。 
 ・［２］―――――――――→  有線通信のパリティビットを奇数で設定します。 
 ・［３］―――――――――→  有線通信のパリティビットを偶数で設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  有線通信のボーレートの設定画面へ変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  有線通信の項目選択画面へ戻ります。 
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３．３．３．５．２．４３．３．３．５．２．４３．３．３．５．２．４３．３．３．５．２．４    「Ｂａｕｄｒａｔｅ」有線通信のボーレートの設定「Ｂａｕｄｒａｔｅ」有線通信のボーレートの設定「Ｂａｕｄｒａｔｅ」有線通信のボーレートの設定「Ｂａｕｄｒａｔｅ」有線通信のボーレートの設定    
 
         有線通信の                
         ボーレートの設定画面      

   [Set Jack Com]     
   Baudrate (bps)     
                      
  1:1200   5: 19200   
  2:2400   6: 38400   
  3:4800   7: 57600   
  4:9600   8:115200   
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  有線通信のボーレートを    １２００ｂｐｓで設定します。 
 ・［２］―――――――――→  有線通信のボーレートを    ２４００ｂｐｓで設定します。 
 ・［３］―――――――――→  有線通信のボーレートを    ４８００ｂｐｓで設定します。 
 ・［４］―――――――――→  有線通信のボーレートを    ９６００ｂｐｓで設定します。 
 ・［５］―――――――――→  有線通信のボーレートを  １９２００ｂｐｓで設定します。 
 ・［６］―――――――――→  有線通信のボーレートを  ３８４００ｂｐｓで設定します。 
 ・［７］―――――――――→  有線通信のボーレートを  ５７６００ｂｐｓで設定します。 
 ・［８］―――――――――→  有線通信のボーレートを１１５２００ｂｐｓで設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  有線通信のフロー制御の設定画面へ変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  有線通信の項目選択画面へ戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
３．３．３．５．２．５３．３．３．５．２．５３．３．３．５．２．５３．３．３．５．２．５    「Ｘ「Ｘ「Ｘ「Ｘ    Ｐａｒａｍｅｔｅｒ」有線通信のフロー制御の設定Ｐａｒａｍｅｔｅｒ」有線通信のフロー制御の設定Ｐａｒａｍｅｔｅｒ」有線通信のフロー制御の設定Ｐａｒａｍｅｔｅｒ」有線通信のフロー制御の設定    
 
         有線通信の                
         フロー制御の設定画面      

   [Set Jack Com]     
    X Parameter       
                      
     1:None           
     2:X-ON/OFF       
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  有線通信のフロー制御を設定しません。 
 ・［２］―――――――――→  有線通信のフロー制御をＸ－ＯＮ／ＯＦＦで設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  有線通信のデータビットの設定画面へ変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  有線通信の項目選択画面へ戻ります。 
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３．３．３．５．３３．３．３．５．３３．３．３．５．３３．３．３．５．３    「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ    Ｄｅｆａｕｌｔ」使用する通信方式の設定Ｄｅｆａｕｌｔ」使用する通信方式の設定Ｄｅｆａｕｌｔ」使用する通信方式の設定Ｄｅｆａｕｌｔ」使用する通信方式の設定    
    
 ＹＳＢシリーズがデータやプログラムのロードする際に利用する、通信方式（インターフェース）
を設定します。 
 
         Ｃｏｍ通信の方式            
         の設定画面      

    [Set Default]     
                      
     1:Photo Com      
                      
     2:Jack  Com      
                      
     3:IrDA  Com      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  光通信で設定します。 
 ・［２］―――――――――→  有線通信で設定します。 
 ・［３］―――――――――→  ＩｒＤＡ通信で設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  Ｃｏｍ通信の項目選択画面へ戻ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  Ｃｏｍ通信の項目選択画面へ戻ります。 
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３．３．３．６３．３．３．６３．３．３．６３．３．３．６    「Ｍｅｍｏｒｙ」メモリーサイズの設定「Ｍｅｍｏｒｙ」メモリーサイズの設定「Ｍｅｍｏｒｙ」メモリーサイズの設定「Ｍｅｍｏｒｙ」メモリーサイズの設定    
 
 ＹＳＢシリーズに内蔵するメモリーの、割当て状態の表示と設定を行います。 
 メモリーは１Ｋバイト単位で、プログラム領域とファイル領域に割当てます。 
 ファイル領域を指定すると、残りは自動的にプログラム領域となります。 
 プログラム領域とは、アプリケーションソフトウェアをダウンロードしておく領域です。 
 ファイル領域とは、データファイルを作成・収容する領域です。 
 
         メモリーサイズ                             メモリーサイズ            
         の設定画面(指定)                           の設定画面(決定)      

    [Set Memory]      
              (Kbyte) 
 Total Size  = 1024   
 Program Size= 0200   
 File Size   =[0824]  
                      
                      
    <ENT>->Set        

 
 
 
 
 
 
 
 

    [Set Memory]      
              (Kbyte) 
 Total Size  = 1024   
 Program Size= 0200   
 File Size   =[0824]  
                      
                      
Set OK ? 1:Yes  2:No  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 「左の図の時」 
 ・［０］～［９］―――――→  ４桁でファイル領域の大きさを指定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  表示中の値で良いか訊き返し、右の図へ変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  セットメニューへ戻ります。 
 
 「右の図の時」 
 ・［１］―――――――――→  ファイル領域を新しい値で設定し、左の図へ戻ります。 
 ・［２］―――――――――→  設定値を変えないで、左の図へ戻ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  設定値を変えないで、左の図へ戻ります。 
 
ご注意：入力値が全メモリーの容量を越える場合は、異常値として扱います。 
    ：入力値に異常がある場合は、［ＥＮＴ］キーを押してもブザー音が３回鳴るだけで変 

化しません。 
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３．３．３．７３．３．３．７３．３．３．７３．３．３．７    「ＢＣＲ」読み取りレベルの設定「ＢＣＲ」読み取りレベルの設定「ＢＣＲ」読み取りレベルの設定「ＢＣＲ」読み取りレベルの設定    
 バーコードリーダの読み取り時のレベルを変更します。 
 読み取り時の文字間の変動が大きいと思われる場合は、許容値を変更して下さい。 
 出荷時設定は「２」です。 
 
           アドレスの設定画面      

      [Set BCR]       
    Read Level Set    
                      
                      
     Read Level 2     
                      
                      
     Set 0-9 Key      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・＜０＞～＜９＞－－－－－＞  １桁で読み取り時の文字間変動差分の係数を表示します。 
         ＜０＞       文字間の変動差分の許容値を±６％までとします。 
         ＜１＞       文字間の変動差分の許容値を±１２％までとします。 
         ＜２＞       文字間の変動差分の許容値を±２５％までとします。 
         ＜３＞       文字間の変動差分の許容値を±３７％までとします。 
         ＜４＞       文字間の変動差分の許容値を±５０％までとします。 
         ＜５＞       文字間の変動差分の許容値を±６２％までとします。 
         ＜６＞       文字間の変動差分の許容値を±７５％までとします。 
         ＜７＞       文字間の変動差分の許容値を±８７％までとします。 
         ＜８＞       文字間の変動差分の許容値を±１００％までとします。 
         ＜９＞       文字間の変動差分の許容値を±１１２％までとします。 
 ・＜ＥＮＴ＞－－－－－－－＞  設定値を決定し、セットメニュー画面へ戻ります。 
 ・＜Ｃ＞－－－－－－－－－＞  設定値を決定し、セットメニュー画面へ戻ります。 
 
 

 
注意：読み取りレベルを３以上に設定すると、誤読する可能性がありますので、 
以下の処理を必ず行ってください。 
 
１．桁数の指定 
２．コード指定 
３．チェックデジットの付加 
４．アプリケーションでのデータの内容チェック 
 
許容値の変更は、ご使用者の責任で、必要最小限の範囲として下さい。 
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３．３．３．８３．３．３．８３．３．３．８３．３．３．８    「Ｌｏａｄｅｒ」ローダーポートの設定「Ｌｏａｄｅｒ」ローダーポートの設定「Ｌｏａｄｅｒ」ローダーポートの設定「Ｌｏａｄｅｒ」ローダーポートの設定    
    
 ＹＳＢシリーズのシリーズのファイルロード時の環境設定を行います。設定項目は以下の通りで
す。 
                                   
      ローダーポートの項目選択画面 

   [Set Loader]       
                      
 1:Set Loader Port    
                      
 2:Set Rf Loader      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  ローダーポートの通信方式を設定します。 
 ・［２］―――――――――→  無線通信でアップロードする相手先環境を設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目の設定画面へ移ります 
 ・［Ｃ］―――――――――→  セットメニューへ戻ります。 
 
 
 
３．３．３．８．１３．３．３．８．１３．３．３．８．１３．３．３．８．１    「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ    ＬｏａｄｅｒＬｏａｄｅｒＬｏａｄｅｒＬｏａｄｅｒ    Ｐｏｒｔ」ローダーポートの通信方式の設定Ｐｏｒｔ」ローダーポートの通信方式の設定Ｐｏｒｔ」ローダーポートの通信方式の設定Ｐｏｒｔ」ローダーポートの通信方式の設定    
    
 ローダーポートとしてどの通信ポートを使用するかを設定します。 
                                   
  ローダーポートの通信方式の設定画面      

  [Set Loader Port]   
  Select Loader Port  
                      
     1:Com Port       
     2:Rf Port        
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  Ｃｏｍ通信で設定した通信ポートを使用します。 
 ・［２］―――――――――→  ローダーポートを無線通信で設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  ローダーポートの項目選択画面へ戻ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  ローダーポートの項目選択画面へ戻ります。 
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３．３．３．８．２３．３．３．８．２３．３．３．８．２３．３．３．８．２    「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ    ＲｆＲｆＲｆＲｆ    Ｌｏａｄｅｒ」無線アップロード時の相手先の設定Ｌｏａｄｅｒ」無線アップロード時の相手先の設定Ｌｏａｄｅｒ」無線アップロード時の相手先の設定Ｌｏａｄｅｒ」無線アップロード時の相手先の設定    
 
 無線通信によりアップロードを行う時の（相手先の）環境情報を設定します。 
 環境情報として、相手先のグループ番号とＩＤ番号、その他に通信開始の発呼信号の発信元を設
定します。 
         ロードの相手先の        
         アドレスの設定画面    

   [Set Rf Loader]    
                      
   Rf Partner ID      
  *Group No. = 01     
   ID No.    = 00     
                      
   Rf UpLoad Start    
 1:Partner 2:Private  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 「Ｇｒｏｕｐ Ｎｏ．」に”＊”が在る時 
 ・［０］～［９］―――――→  ２桁で相手先のグループ番号を表示します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  相手先グループ番号を決定し、”＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  ローダーポートの項目選択画面へ戻ります。 
 
 「ＩＤ Ｎｏ．」に”＊”が在る時 
 ・［０］～［９］―――――→  ２桁で相手先のＩＤ番号を表示します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  相手先ＩＤ番号を決定し、”＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  ローダーポートの項目選択画面へ戻ります。 
 
 「Ｒｆ ＵｐＬｏａｄ Ｓｔａｒｔ」に”＊”が在る時 
 ・［１］―――――――――→  発呼信号の発信元を相手側で表示します。 
 ・［２］―――――――――→  発呼信号の発信元を自機側で表示します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  発信元を決定し、”＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  ローダーポートの項目選択画面へ戻ります。 
 
ご注意：各項目の設定時に［ＥＮＴ］キーを押さないで、ローダーポートの項目選択画面へ戻 

ると、設定は元のままとなります。 
    ：グループ番号を［００］で指定すると、異常値として扱います。入力値に異常がある 

場合は、［ＥＮＴ］キーを押しても変化しません。（ブザー音３回） 
    ：「Ｓｅｔ Ｌｏａｄｅｒ Ｐｏｒｔ」で「ＲＦ ｐｏｒｔ」を選択した場合は、自局と

同じＩＤは選択出来ません。 
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３．３．３．９３．３．３．９３．３．３．９３．３．３．９    「Ｍｏｄｅｍ」無線通信の設定「Ｍｏｄｅｍ」無線通信の設定「Ｍｏｄｅｍ」無線通信の設定「Ｍｏｄｅｍ」無線通信の設定    
    
 ＹＳＢシリーズの無線通信部の環境情報を設定します。 
                                   
         無線部の項目選択画面      

    [Set Modem]       
                      
 1:Set Modem ID       
 2:Set Modem Power    
 3:Set Spread         
 4:Set TX Rssi Check  
 5:Set Voice          
                      

 
 
 
 
 
 
  「5:Set Voice」は音声回路が組み込まれている場合 
   のみ表示されます。 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  自機のアドレスの設定       ３.３.３.８.１へ。 
 ・［２］―――――――――→  パワーセーブの設定        ３.３.３.８.２へ。 
 ・［３］―――――――――→  拡散パターンの設定        ３.３.３.８.３へ。 
 ・［４］―――――――――→  送信時のＲＳＳＩチェックの設定  ３.３.３.８.４へ。 
 ・［５］―――――――――→  音声通話の項目設定（オプション） ３.３.３.８.５へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目の設定画面へ移ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  セットメニューへ戻ります。 
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３．３．３．９．１３．３．３．９．１３．３．３．９．１３．３．３．９．１    「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ    ＭｏｄｅｍＭｏｄｅｍＭｏｄｅｍＭｏｄｅｍ    ＩＤ」自機のアドレスの設定ＩＤ」自機のアドレスの設定ＩＤ」自機のアドレスの設定ＩＤ」自機のアドレスの設定    
    
 ＹＳＢシリーズの無線部のアドレスとキーコードを設定します。 
 送信エラーの時の再送回数を設定します。 
 
         無線部の自機の            
         アドレスの設定画面      

    [Set Modem ID]    
                      
  *Group No.  =   00  
   ID No.     =   00  
   Key Code   =00000  
   Call Retry =    0  
   Data Retry =    0  
  <Key Code 0-65535>  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 「Ｇｒｏｕｐ Ｎｏ．」に”＊”が在る時 
 ・［０］～［９］―――――→  ２桁で自機のグループ番号を表示します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  自機のグループ番号を決定し、”＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  無線部の項目選択画面へ戻ります。 
 
 「ＩＤ Ｎｏ．」に”＊”が在る時 
 ・［０］～［９］―――――→  ２桁で自機のＩＤ番号を表示します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  自機のＩＤ番号を決定し、”＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  無線部の項目選択画面へ戻ります。 
 
 「Ｋｅｙ Ｃｏｄｅ」に”＊”が在る時 
 ・［０］～［９］―――――→  ５桁で自機のキーコードを表示します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  自機のキーコードを決定し、”＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  無線部の項目選択画面へ戻ります。 
 
 「Ｃａｌｌ Ｒｅｔｒｙ」に”＊”が在る時 
 ・［０］～［９］―――――→  １桁で接続要求の再送回数を表示します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  接続要求の再送回数を決定し、”＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  無線部の項目選択画面へ戻ります。 
 
 「Ｄａｔａ Ｒｅｔｒｙ」に”＊”が在る時 
 ・［０］～［９］―――――→  １桁でデータの再送回数を表示します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  データの再送回数を決定し、”＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  無線部の項目選択画面へ戻ります。 
 
ご注意：各項目設定時に［ＥＮＴ］キーを押さないで、無線部の項目選択画面へ戻ると、設定は

元のままとなります。 
    ：グループ番号を［００］で指定すると、異常値として扱います。入力値に異常がある場

合は、［ＥＮＴ］キーを押してもブザー音が３回鳴るだけで変化しません。 
    ：再送回数は設定回数×１０回再送できます。 
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３．３．３．９．２３．３．３．９．２３．３．３．９．２３．３．３．９．２    「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ    ＭｏｄｅｍＭｏｄｅｍＭｏｄｅｍＭｏｄｅｍ    Ｐｏｗｅｒ」パワーセーブの設定Ｐｏｗｅｒ」パワーセーブの設定Ｐｏｗｅｒ」パワーセーブの設定Ｐｏｗｅｒ」パワーセーブの設定    
 
 ＹＳＢシリーズの無線部のパワーセーブ機能を設定します。 
 
         無線部のパワーセーブ      
         の設定画面      

  [Set Modem Power]   
                      
   Modem Power Save   
                      
    1:ON   2:OFF      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  無線部のパワーセーブ機能をオンで設定します。 
 ・［２］―――――――――→  無線部のパワーセーブ機能をオフで設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  無線部の項目選択画面へ戻ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  無線部の項目選択画面へ戻ります。 
 
 
 
３．３．３．９．３３．３．３．９．３３．３．３．９．３３．３．３．９．３    「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ    Ｓｐｒｅａｄ」拡散パターンの設定Ｓｐｒｅａｄ」拡散パターンの設定Ｓｐｒｅａｄ」拡散パターンの設定Ｓｐｒｅａｄ」拡散パターンの設定    
 
 ＹＳＢシリーズの無線部の拡散パターンを設定します。 
 
         無線部の拡散パターン      
         の設定画面      

    [Set Spread]      
 Spread Pattern Set   
                      
     *CPS Set 0       
                      
      SPS Set 0       
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 「ＣＰＳ Ｓｅｔ」に”＊”が在る時 
 ・［０］～［３］―――――→  １桁でＣＰＳ拡散パターン番号を設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  ”＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  無線部の項目選択画面へ戻ります。 
 
 「ＳＰＳ Ｓｅｔ」に”＊”が在る時 
 ・［０］～［１］―――――→  １桁でＳＰＳ拡散パターン番号を設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  ”＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  無線部の項目選択画面へ戻ります。 
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３．３．３．９．４３．３．３．９．４３．３．３．９．４３．３．３．９．４    「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ    ＴＸＴＸＴＸＴＸ    ＲｓｓｉＲｓｓｉＲｓｓｉＲｓｓｉ    Ｃｈｅｃｋ」ＲＳＳＩチェック機能の設定Ｃｈｅｃｋ」ＲＳＳＩチェック機能の設定Ｃｈｅｃｋ」ＲＳＳＩチェック機能の設定Ｃｈｅｃｋ」ＲＳＳＩチェック機能の設定    
 
 ＹＳＢシリーズの無線部が送信を始める前に、電界状態を調べ、送信可能か否かの確認処理を設
定します。 
 オフ設定の場合は、確認せずに送信を開始します。 
 
         無線部のＲＳＳＩ          
         チェックの設定画面      

[Set TX Rssi Check]   
                      
     Rssi Check       
                      
    1:ON   2:OFF      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  ＲＳＳＩチェック機能をオンで設定します。 
 ・［２］―――――――――→  ＲＳＳＩチェック機能をオフで設定します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  無線部の項目選択画面へ戻ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  無線部の項目選択画面へ戻ります。 
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３．３．３．９．５３．３．３．９．５３．３．３．９．５３．３．３．９．５    「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ「Ｓｅｔ    Ｖｏｉｃｅ」音声通話の項目設定（オプション）Ｖｏｉｃｅ」音声通話の項目設定（オプション）Ｖｏｉｃｅ」音声通話の項目設定（オプション）Ｖｏｉｃｅ」音声通話の項目設定（オプション）    
 
 ＹＳＢシリーズの音声通話の環境情報を設定します。 
 各項目と説明は以下の項目・項番を参照して下さい。 
 
         音声通話の項目選択画面    

    [Set Voice]       
                      
 1:Voice Volume       
 2:Voice Partner ID   
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  音声通話の音量の設定      ３.３.３.８.５.１へ。 
 ・［２］―――――――――→  音声通話の相手先アドレスの設定 ３.３.３.８.５.２へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目の設定画面へ移ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  無線部の項目選択画面へ戻ります。 
 
 
 
３．３．３．９．５．１３．３．３．９．５．１３．３．３．９．５．１３．３．３．９．５．１    「Ｖｏｉｃｅ「Ｖｏｉｃｅ「Ｖｏｉｃｅ「Ｖｏｉｃｅ    Ｖｏｌｕｍｅ」音声通話の音量の設定Ｖｏｌｕｍｅ」音声通話の音量の設定Ｖｏｌｕｍｅ」音声通話の音量の設定Ｖｏｌｕｍｅ」音声通話の音量の設定    
    
 音声通話時の音量を設定します。（４段階） 
          
         音声通話の音量設定画面   

    [Set Voice]       
    Voice Volume      
                      
      L      H        
                      
                      
                      
 <BS>->Up < ･>->Down  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［ＢＳ］――――――――→  音声通話時の音量が一段階分大きくなります。 
 ・［・］―――――――――→  音声通話時の音量が一段階分小さくなります。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  音声通話の項目選択画面へ戻ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  音声通話の項目選択画面へ戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 



                                  ３ システムモード 

 52 

３．３．３．９．５．２３．３．３．９．５．２３．３．３．９．５．２３．３．３．９．５．２    「Ｖｏｉｃｅ「Ｖｏｉｃｅ「Ｖｏｉｃｅ「Ｖｏｉｃｅ    ＰａｒｔｎｅｒＰａｒｔｎｅｒＰａｒｔｎｅｒＰａｒｔｎｅｒ    ＩＤ」音声通話の相手先アドレスの設定ＩＤ」音声通話の相手先アドレスの設定ＩＤ」音声通話の相手先アドレスの設定ＩＤ」音声通話の相手先アドレスの設定    
 
 音声通話時の相手先アドレス情報を設定します。 
 
         音声通話の      
         相手先アドレスの設定画面  

    [Set Voice]       
  Voice Partner ID    
                      
  *Group No.  = 00    
   ID No.     = 00    
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 「Ｇｒｏｕｐ Ｎｏ．」に”＊”が在る時 
 ・［０］～［９］―――――→  ２桁で相手先グループ番号を表示します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  相手先グループ番号を決定し、”＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  音声通話の項目選択画面へ戻ります。 
 
 「ＩＤ Ｎｏ．」に”＊”が在る時 
 ・［０］～［９］―――――→  ２桁で相手先ＩＤ番号を表示します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  相手先ＩＤ番号を決定し、”＊”の表示が移動します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  音声通話の項目選択画面へ戻ります。 
 
 ご注意：各項目の設定時に［ＥＮＴ］キーを押さないで、音声通話の項目選択画面へ戻ると、設

定は元のままとなります。 
    ：グループ番号とＩＤ番号を［００］で指定すると、一斉通話として扱います。 
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３．３．３．１０３．３．３．１０３．３．３．１０３．３．３．１０    「Ｓａｖｅ」設定のセーブ「Ｓａｖｅ」設定のセーブ「Ｓａｖｅ」設定のセーブ「Ｓａｖｅ」設定のセーブ    
    
 設定値を不揮発メモリーへ書き込みます。 
 
         設定パラメータの          
         セーブの選択画面      

                      
     [Save]           
                      
     1:Now            
     2:Default        
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  書込む値を現在の設定情報とします。 
 ・［２］―――――――――→  書込む値を工場出荷時設定とします。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  指示された設定をＦＲＯＭへ書込みます。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  セットメニュー画面へ戻ります。 
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３．３．４３．３．４３．３．４３．３．４    「Ｄｏｗｎ「Ｄｏｗｎ「Ｄｏｗｎ「Ｄｏｗｎ    Ｌｏａｄ」ファイルのダウンロードＬｏａｄ」ファイルのダウンロードＬｏａｄ」ファイルのダウンロードＬｏａｄ」ファイルのダウンロード    
    
 他のＹＳＢシリーズやデバイスから、プログラムファイルやデータファイルをダウンロードしま
す。 
 実行時までに、通信環境を整えておく必要があります。 
 
         ダウンロードの            
         ファイル選択画面      

                      
  [Down Load Menu]    
                      
                      
   1:Program File     
                      
   2:Data File        
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  プログラムファイルのダウンロード  ３.３.４.１へ。 
 ・［２］―――――――――→  データファイルのダウンロード    ３.３.４.２へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目の設定画面へ移ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  メインメニューへ戻ります。 
 
ご注意：［ＥＮＴ］キーを押す前に、通信回線の設定と確保を済ませておく事を、お奨めします。 
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３．３．４．１３．３．４．１３．３．４．１３．３．４．１    「Ｐｒｏｇｒａｍ「Ｐｒｏｇｒａｍ「Ｐｒｏｇｒａｍ「Ｐｒｏｇｒａｍ    Ｆｉｌｅ」プログラムファイルのダウンロードＦｉｌｅ」プログラムファイルのダウンロードＦｉｌｅ」プログラムファイルのダウンロードＦｉｌｅ」プログラムファイルのダウンロード    
    

 ホスト機や他のＹＳＢシリーズから、アプリケーションソフトウェアをダウンロードします。 
 
         プログラムダウンロード    
         時の受信待機画面        

   [Down Loading]     
    Program File      
                      
                      
                      
                      
   <<< Waiting >>>    
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 特に操作はありませんが、送信側が送信開始するまではこのままの表示です。 
 ダウンロードが始まると次の画面に変わり、正常終了でその次の画面に変わります。 
 正常に終了した時は、ブザー音が１回鳴ります。 
 終了確認後、［Ｃ］キーでダウンロードのファイル選択画面に戻ります。 
 実行中に［Ｃ］キーを押すと、ダウンロードは強制終了します。 
 
         プログラムダウンロード    
         時の受信中の画面        

   [Down Loading]     
    Program File      
                      
    xxxxxxxx.mot      
                      
                      
  <<<< Loading >>>>   
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         プログラムダウンロード    
           時の受信完了画面        

   [Down Loading]     
    Program File      
                      
    xxxxxxxx.mot      
                      
    Completed!!!      
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 ダウンロードの時に、通信異常（通信エラー）や強制終了（［Ｃ］キー）等で、ダウンロードを
終了した場合は，下の様な画面を表示して、ブザーを鳴らします。 
 通信異常・強制終了ともにプログラムファイル名の有無により、左右の画面のどちらか一方が表
示されます。 
 
                              プログラムダウンロード    
           （ファイル名無し）   時の通信異常終了画面   （ファイル名有り） 

   [Down Loading]     
    Program File      
                      
                      
                      
   Communication      
          error!!     
  Retry 1:Yes 2:No    

 
 
 
 
 
 
 
 

   [Down Loading]     
    Program File      
                      
    xxxxxxxx.mot      
                      
   Communication      
          error!!     
  Retry 1:Yes 2:No    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
                              プログラムダウンロード    
            （ファイル名無し）    時の強制終了画面     （ファイル名有り） 

   [Down Loading]     
    Program File      
                      
                      
                      
   Stop Loading!!!    
                      
  Retry 1:Yes 2:No    

 
 
 
 
 
 
 
 

   [Down Loading]     
    Program File      
                      
    xxxxxxxx.mot      
                      
   Stop Loading!!!    
                      
  Retry 1:Yes 2:No    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  同じ条件下で再度実行します。 
 ・［２］―――――――――→  ダウンロードのファイル選択画面に戻ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  ダウンロードのファイル選択画面に戻ります。 
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３．３．３．３．３．３．３．３．４．２４．２４．２４．２    「Ｄａｔａ「Ｄａｔａ「Ｄａｔａ「Ｄａｔａ    Ｆｉｌｅ」データファイルのダウンロードＦｉｌｅ」データファイルのダウンロードＦｉｌｅ」データファイルのダウンロードＦｉｌｅ」データファイルのダウンロード    
    
 ホスト機や他のＹＳＢシリーズから、データファイルをダウンロードします。 
 
         データダウンロード        
         時の受信待機画面        

   [Down Loading]     
     Data File        
                      
                      
                      
                      
   <<< Waiting >>>    
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 特に操作はありませんが、送信側が送信開始するまではこのままの表示です。 
 ダウンロードが始まると次の画面に変わり、正常終了でその次の画面に変わります。 
 正常に終了した時は、ブザー音が１回鳴ります。 
 終了確認後、［Ｃ］キーでダウンロードのファイル選択画面に戻ります。 
 実行中に［Ｃ］キーを押すと、ダウンロードは強制終了します。 
 
         データダウンロード        
         時の受信中の画面        

   [Down Loading]     
     Data File        
                      
    xxxxxxxx.DAT      
                      
                      
  <<<< Loading >>>>   
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         データダウンロード        
         時の受信完了画面        

   [Down Loading]     
     Data File        
                      
    xxxxxxxx.DAT      
                      
    Completed!!!      
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 ダウンロードの時に、通信異常（通信エラー）や強制終了（［Ｃ］キー）等で、ダウンロードを
終了した場合は，下の様な画面を表示して、ブザーを鳴らします。 
 通信異常・強制終了ともにプログラムファイル名の有無により、左右の画面のどちらか一方が表
示されます。 
 
                                データダウンロード    
           （ファイル名無し）   時の通信異常終了画面   （ファイル名有り） 

   [Down Loading]     
     Data File        
                      
                      
                      
   Communication      
          Error!!     
  Retry 1:Yes 2:No    

 
 
 
 
 
 
 
 

   [Down Loading]     
     Data File        
                      
    xxxxxxxx.DAT      
                      
   Communication      
          Error!!     
  Retry 1:Yes 2:No    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                データダウンロード        
            （ファイル名無し）    時の強制終了画面     （ファイル名有り） 

   [Down Loading]     
     Data File        
                      
                      
                      
   Stop Loading!!!    
                      
  Retry 1:Yes 2:No    

 
 
 
 
 
 
 
 

   [Down Loading]     
     Data File        
                      
    xxxxxxxx.DAT      
                      
   Stop Loading!!!    
                      
  Retry 1:Yes 2:No    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  同じ条件下で再度実行します。 
 ・［２］―――――――――→  ダウンロードのファイル選択画面に戻ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  ダウンロードのファイル選択画面に戻ります。 
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３．３．５３．３．５３．３．５３．３．５    「Ｕｐ「Ｕｐ「Ｕｐ「Ｕｐ    Ｌｏａｄ」ファイルのアップロードＬｏａｄ」ファイルのアップロードＬｏａｄ」ファイルのアップロードＬｏａｄ」ファイルのアップロード    
    
 他のＹＳＢシリーズやデバイスへ、プログラムファイルやデータファイルをアップロードします。 
 実行時までに、通信環境を整えておく必要があります。 
 
         アップロードの            
         ファイル選択画面      

                      
   [Up Load Menu]     
                      
                      
   1:Program File     
                      
   2:Data File        
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  プログラムファイルのアップロード  ３.３.５.１へ。 
 ・［２］―――――――――→  データファイルのアップロード    ３.３.５.２へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目の設定画面へ移ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  メインメニューへ戻ります。 
 
ご注意：［ＥＮＴ］キーを押す前に、通信回線の設定と確保を済ませておく事を、お奨めします。 
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３．３．５．１３．３．５．１３．３．５．１３．３．５．１    「Ｐｒｏｇｒａｍ「Ｐｒｏｇｒａｍ「Ｐｒｏｇｒａｍ「Ｐｒｏｇｒａｍ    Ｆｉｌｅ」プログラムファイルのアップロードＦｉｌｅ」プログラムファイルのアップロードＦｉｌｅ」プログラムファイルのアップロードＦｉｌｅ」プログラムファイルのアップロード    
 
 ホスト機や他のＹＳＢシリーズへ、アプリケーションソフトウェアをアップロードします。 
 
         プログラムアップロード    
         時の送信待機画面        

    [Up Loading]      
    Program File      
                      
    xxxxxxxx.mot      
                      
                      
   <<< Waiting >>>    
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 特に操作はありませんが、受信側の準備ができるまではこのままの表示です。 
 アップロードが始まると次の画面に変わり、正常終了でその次の画面に変わります。 
 正常に終了した時は、ブザー音が１回鳴ります。 
 終了確認後、［Ｃ］キーでアップロードのファイル選択画面に戻ります。 
 実行中に［Ｃ］キーを押すと、アップロードは強制終了します。 
 
         プログラムアップロード    
         時の送信中の画面        

    [Up Loading]      
    Program File      
                      
    xxxxxxxx.mot      
                      
                      
  <<<< Loading >>>>   
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         プログラムアップロード    
         時の送信完了画面        

    [Up Loading]      
    Program File      
                      
    xxxxxxxx.mot      
                      
    Completed!!!      
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 プログラムファイルが無い場合は、次の画面を表示して、ブザーを３回鳴らします。 
 
         プログラムアップロード    
         時のファイル無しの画面    

    [Up Loading]      
    Program File      
                      
                      
                      
  File not found!!    
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 アップロードの時に、通信異常（通信エラー）や強制終了（［Ｃ］キー）等で、アップロードを
終了した場合は，下の様な画面を表示して、ブザーを鳴らします。 
 
         プログラムアップロード    
         時の通信異常終了画面      

    [Up Loading]      
    Program File      
                      
    xxxxxxxx.mot      
                      
   Communication      
          error!!     
  Retry 1:Yes 2:No    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         プログラムアップロード    
           時の強制終了画面        

    [Up Loading]      
    Program File      
                      
    xxxxxxxx.mot      
                      
   Stop Loading!!!    
                      
  Retry 1:Yes 2:No    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  同じ条件下で再度実行します。 
 ・［２］―――――――――→  アップロードのファイル選択画面に戻ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  アップロードのファイル選択画面に戻ります。 



                                  ３ システムモード 

 62 

３．３．５．２３．３．５．２３．３．５．２３．３．５．２    「Ｄａｔａ「Ｄａｔａ「Ｄａｔａ「Ｄａｔａ    Ｆｉｌｅ」データファイルのアップロードＦｉｌｅ」データファイルのアップロードＦｉｌｅ」データファイルのアップロードＦｉｌｅ」データファイルのアップロード    
    
 ホスト機や他のＹＳＢシリーズへ、データファイルをアップロードします。 
 
         データアップロード        
         時のファイル選択画面      

    [Up Loading]      
     Data File        
        <BS>->Up      
        < ･>->Down    
    xxxxxx.DAT        
    xxxxxx.DAT        
    xxxxxx.DAT        
    xxxxxx.DAT        

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［ＢＳ］――――――――→  選択ファイルの反転表示が一つ上へ移ります。 
 ・［・］―――――――――→  選択ファイルの反転表示が一つ下へ移ります。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  アップロードを開始し、下の画面へ変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  アップロードのファイル選択画面に戻ります。 
 
         データアップロード        
         時の送信待機画面        

    [Up Loading]      
     Data File        
                      
    xxxxxx.DAT        
                      
                      
   <<< Waiting >>>    
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 受信側の準備ができるまでは、このままの表示です。 
 アップロードが始まると次の（次頁）画面に変わり、正常終了でその次の画面に変わります。 
 正常に終了した時は、ブザー音が１回鳴ります。 
 終了確認後、［Ｃ］キーでアップロードのファイル選択画面に戻ります。 
 実行中に［Ｃ］キーを押すと、アップロードは強制終了します。 
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       データアップロード        
         時の送信中の画面        

    [Up Loading]      
     Data File        
                      
    xxxxxx.DAT        
                      
                      
  <<<< Loading >>>>   
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         データアップロード        
         時の送信完了画面        

    [Up Loading]      
     Data File        
                      
    xxxxxx.DAT        
                      
    Completed!!!      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 データファイルが一つも無い場合は、次の画面を表示して、ブザーを３回鳴らします。 
 
         データアップロード        
         時のファイル無しの画面    

    [Up Loading]      
     Data File        
                      
                      
                      
  File not found!!    
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 アップロードの時に、通信異常（通信エラー）や強制終了（［Ｃ］キー）等で、アップロードを
終了した場合は，次の画面を表示して、ブザーを鳴らします。 
 
         データアップロード        
         時の通信異常終了画面      

    [Up Loading]      
     Data File        
                      
    xxxxxx.DAT        
                      
   Communication      
          Error!!     
  Retry 1:Yes 2:No    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         データアップロード        
         時の強制終了画面      

    [Up Loading]      
     Data File        
                      
    xxxxxx.DAT        
                      
   Stop Loading!!!    
                      
  Retry 1:Yes 2:No    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  同じ条件下で再度実行します。 
 ・［２］―――――――――→  アップロードのファイル選択画面に戻ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  アップロードのファイル選択画面に戻ります。 
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３．３．６３．３．６３．３．６３．３．６    「Ｄｅｌｅｔｅ」ファイルの消去「Ｄｅｌｅｔｅ」ファイルの消去「Ｄｅｌｅｔｅ」ファイルの消去「Ｄｅｌｅｔｅ」ファイルの消去    
    
 ＹＳＢシリーズに駐在している、プログラムファイルやデータファイルを消去します。 
 
         消去のファイル選択画面      

                      
   [Delete Menu]      
                      
                      
   1:Program File     
                      
   2:Data File        
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  プログラムファイルの消去  ３.３.６.１へ。 
 ・［２］―――――――――→  データファイルの消去    ３.３.６.２へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目設定画面へ移ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  メインメニューへ戻ります。 
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３．３．６．１３．３．６．１３．３．６．１３．３．６．１    「Ｐｒｏｇｒａｍ「Ｐｒｏｇｒａｍ「Ｐｒｏｇｒａｍ「Ｐｒｏｇｒａｍ    Ｆｉｌｅ」プログラムファイルの消去Ｆｉｌｅ」プログラムファイルの消去Ｆｉｌｅ」プログラムファイルの消去Ｆｉｌｅ」プログラムファイルの消去    
    
 ＹＳＢシリーズに駐在している、アプリケーションソフトウェアを消去します。 
 
         プログラムファイル        
         消去の実行確認画面      

   [Delete File]      
    Program File      
                      
    xxxxxxxx.mot      
                      
  Delete OK? 1:Yes    
             2:No     
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  消去を実行し、次の画面に変わります。 
 ・［２］―――――――――→  消去のファイル選択画面に戻ります。 
 
         プログラムファイル        
         消去の完了画面      

   [Delete File]      
    Program File      
                      
                      
                      
    Completed!!!      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［Ｃ］―――――――――→  消去のファイル選択画面に戻ります。 
 
 プログラムファイルが無い場合は、次の画面を表示して、ブザーを３回鳴らします。 
 
         プログラムファイル消去    
         のファイル無しの画面      

   [Delete File]      
    Program File      
                      
                      
                      
  File not found!!    
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［Ｃ］―――――――――→  消去のファイル選択画面に戻ります。 
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３．３．６．２３．３．６．２３．３．６．２３．３．６．２    「Ｄａｔａ「Ｄａｔａ「Ｄａｔａ「Ｄａｔａ    Ｆｉｌｅ」データファイルの消去Ｆｉｌｅ」データファイルの消去Ｆｉｌｅ」データファイルの消去Ｆｉｌｅ」データファイルの消去    
    
 ＹＳＢシリーズに駐在する、データファイルを消去します。 
 
         データファイル消去        
         のファイル選択画面      

   [Delete File]      
     Data File        
        <BS>->Up      
        < ･>->Down    
    xxxxxx.DAT        
    xxxxxx.DAT        
    xxxxxx.DAT        
    xxxxxx.DAT        

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［ＢＳ］――――――――→  選択ファイルの反転表示が一つ上へ移ります。 
 ・［・］―――――――――→  選択ファイルの反転表示が一つ下へ移ります。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  消去を開始し、下の画面へ変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  消去のファイル選択画面に戻ります。 
 
         データファイル消去        
         の実行確認画面      

   [Delete File]      
     Data File        
                      
    xxxxxx.DAT        
                      
  Delete OK? 1:Yes    
             2:No     
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  消去を実行し、次の画面に変わります。 
 ・［２］―――――――――→  消去のファイル選択画面に戻ります。 
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         データファイル消去        
         の完了画面      

   [Delete File]      
     Data File        
                      
    xxxxxx.DAT        
                      
    Completed!!!      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［Ｃ］―――――――――→  消去のファイル選択画面に戻ります。 
 
 データファイルが一つも無い場合は、次の画面を表示して、ブザーを３回鳴らします。 
 
         データファイル消去        
         のファイル無しの画面      

   [Delete File]      
     Data File        
                      
                      
                      
  File not found!!    
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［Ｃ］―――――――――→  消去のファイル選択画面に戻ります。 
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３．３．７３．３．７３．３．７３．３．７    「Ｍｅｍｏｒｙ「Ｍｅｍｏｒｙ「Ｍｅｍｏｒｙ「Ｍｅｍｏｒｙ    Ｃｌｅａｒ」メモリーの初期化Ｃｌｅａｒ」メモリーの初期化Ｃｌｅａｒ」メモリーの初期化Ｃｌｅａｒ」メモリーの初期化    
    
 ＹＳＢシリーズの内蔵メモリーの内、ＲＡＭの全てをクリアします。 
 プログラムファイルやデータファイルもクリアされます。 
 セーブ操作（３.３.３.９「Ｓａｖｅ」）でセーブしたＦ－ＲＯＭの内容で設定します。 
 
         メモリークリアの          
         実行確認画面      

                      
   Ｍemory            
                      
    ＡLL Ｃlear ？    
                      
                      
     Yes...<ENT>      
     No ...<C>        

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  メモリークリアを実行し、次の画面に変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  メインメニューに戻ります。 
 
         メモリークリアの          
         実行中の画面      

                      
                      
                      
     Memory Clear     
      Executing       
                      
                      
********              

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 特に操作はありません。メモリークリアが終了した後は、メインメニューへ戻ります。 
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３．３．８３．３．８３．３．８３．３．８    「Ｔｅｓｔ」各種テスト「Ｔｅｓｔ」各種テスト「Ｔｅｓｔ」各種テスト「Ｔｅｓｔ」各種テスト    
 
 以下に記した各項目の動作テストを実施します。 
 
 バーコードの読取りテスト 
 ＬＣＤの表示テスト 
 キー入力のテスト 
 Ｃｏｍ通信のテスト 
 ブザーのテスト 
 メモリーチェック 
 ＬＥＤのテスト 
 無線部の送受信テスト 
 バイブレータのテスト（オプション） 
                                   
         テストの項目選択画面      

                      
    [Test Menu]       
                      
   1:Bar  2:LCD       
   3:Key  4:Com       
   5:Buz  6:Memory    
   7:LED  8:Modem     
   9:Vibrator         

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  バーコードの読取りテスト      ３.３.８.１へ。 
 ・［２］―――――――――→  ＬＣＤの表示テスト         ３.３.８.２へ。 
 ・［３］―――――――――→  キー入力のテスト          ３.３.８.３へ。 
 ・［４］―――――――――→  Ｃｏｍ通信のテスト          ３.３.８.４へ。 
 ・［５］―――――――――→  ブザーのテスト           ３.３.８.５へ。 
 ・［６］―――――――――→  メモリーチェック          ３.３.８.６へ。 
 ・［７］―――――――――→  ＬＥＤのテスト           ３.３.８.７へ。 
 ・［８］―――――――――→  無線部の送受信テスト        ３.３.８.８へ。 
 ・［９］―――――――――→  バイブレータのテスト（オプション） ３.３.８.９へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目の設定画面へ移ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  メインメニューの画面へ戻ります。 
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３．３．８．１３．３．８．１３．３．８．１３．３．８．１    「Ｂａｒ」バーコードの読取り「Ｂａｒ」バーコードの読取り「Ｂａｒ」バーコードの読取り「Ｂａｒ」バーコードの読取りテストテストテストテスト    
    
 バーコードの読取りをテストします。 
 バーコードラベルの品質テストにも使用できます。（読取率表示オンの時） 
 
 通常のバーコード読取りテスト 
 
         バーコードリーダの                         バーコードリーダの        
         読取テスト画面(読取前)                     読取テスト画面(読取後)    

     Test Barcode     
                      
                      
                      
                      
                      
          Percentage  
          1:OFF 2:ON  

 
 
 
 
―――――――→ 
 
 
 

     Test Barcode     
                      
xxxx･････････････････ 
･･･xxxx               
                      
                      
          Percentage  
 xxxxxxx  1:OFF 2:ON  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 トリガースイッチを押すと、レーザを出力してバーコードの読取りを行います。 
 読取れた場合は、ブザー音（１回）と緑のＬＥＤとＬＣＤ表示で読取った事を知らせます。 
 ＬＣＤの３行目に読取り結果、最下行にバーコードのコード種別を表示します。 
 読取れない場合は、ＬＣＤ表示に変化はありません。 
 トリガースイッチを押している間は、読取り動作を維持します。 
 同じラベルを連続して読み続ける場合は、ブザー音は鳴りません。 
 ・［トリガー］――――――→  読取り動作の実行。 
 ・［２］―――――――――→  読取率表示オン（次頁）の画面へ。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  テストメニューへ戻ります。 
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 読取率表示のバーコード読取りテスト 
 
         バーコードリーダの                         バーコードリーダの        
         読取率表示の画面(読取前)                   読取率表示の画面(読取後)  

     Test Barcode     
                      
                      
                      
                      
                      
          Percentage  
          1:OFF 2:ON  

 
 
 
 
 
 
 
 

     Test Barcode     
                      
xxxx･････････････････ 
･･･xxxx[ nn%]         
                      
                      
          Percentage  
 xxxxxxx  1:OFF 2:ON  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         バーコードリーダの        
         読取率表示の画面(不読時)  

     Test Barcode     
                      
[ 00%]                 
                      
                      
                      
          Percentage  
          1:OFF 2:ON  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 トリガースイッチを押すと、レーザを出力して一定回数のバーコードの読取りを行います。 
 読取れた場合は、ブザー音（１回）と緑のＬＥＤとＬＣＤ表示で読取った事を知らせます。 
 ＬＣＤの３行目に読取り結果と百分率表示を、最下行にバーコードのコード種別を表示します。 
 読取れない場合は、ブザー音（３回）と赤のＬＥＤで読み取れなかった事を知らせ、ＬＣＤの３
行目に［ ００％］の百分率表示を出します。 
 トリガーキーは一度押すだけで、読取り動作を行います。 
 ・［トリガー］――――――→  読取り動作の実行。 
 ・［１］―――――――――→  読取率表示オフ（前頁）の画面へ。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  テストメニューへ戻ります。 
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３．３．８．２３．３．８．２３．３．８．２３．３．８．２    「ＬＣＤ」ＬＣＤの表示テスト「ＬＣＤ」ＬＣＤの表示テスト「ＬＣＤ」ＬＣＤの表示テスト「ＬＣＤ」ＬＣＤの表示テスト    
    
 ＬＣＤの画面の表示動作をテストします。 
 
         ＬＣＤテストの画面(１)                     ＬＣＤテストの画面(２)    
         全黒                                       全白                      

                      
                      
                      
                      
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

                      
                      
                      
                      
                      
                      
                      
                      

 
         ＬＣＤテストの画面(３)                     ＬＣＤテストの画面(４)    
         市松模様その１                             市松模様その２            

                      
                      
                      
                      
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

                      
                      
                      
                      
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         ＬＣＤテストの画面(５)                     ＬＣＤテストの画面(１)    
         全文字のシフト表示                         全黒                      

 !"#$%&'()*+,-./01234 
56789:;<=>?@ABCDEFGHI 
JKLMNOPQRSTUVWXYZ[¥]^ 
_`abcdefghijklmnopqrs 
tuvwxyz{|}   ｡｢｣､･ｦｧｨ 
ｩｪｫｬｭｮｯｰｱｲｳｴｵｶｷｸｹｺｻｼｽ 
ｾｿﾀﾁﾂﾃﾄﾅﾆﾇﾈﾉﾊﾋﾌﾍﾎﾏﾐﾑﾒ 
ﾓﾔﾕﾖﾗﾘﾙﾚﾛﾜﾝﾞﾟ !"#$%&' 

 
 
 約１３秒後に 
 画面が変化します 
――――――――→ 
 
 
 

                      
                      
                      
                      
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  ＬＣＤテストの画面が順番に変わります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  テストメニューへ戻ります。 
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３．３．８３．３．８３．３．８３．３．８．３．３．３．３    「Ｋｅｙ」キー入力のテスト「Ｋｅｙ」キー入力のテスト「Ｋｅｙ」キー入力のテスト「Ｋｅｙ」キー入力のテスト    
    
 全てのキーとスイッチのテストを行います。キーを押すと、該当する文字をＬＣＤ画面に表示し、
もう１度押すと表示された文字が消えます。 
                                   
         キー入力テストの画面      

   Test Key           
                      
                      
0123456789            
OP･STUVWXYZBCEQR      
                      
                      
   <SF>+<PW>-->MENU   

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［０］～［９］―――――→  ＬＣＤの画面上に“０”～“９”を表示／消除します。 
 ・［ＣＨ］――――――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｏ”を表示／消除します。 
 ・［ＰＷ］――――――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｐ”を表示／消除します。 
 ・［・］―――――――――→  ＬＣＤの画面上に“・”を表示／消除します。 
 ・［ＳＦ］――――――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｓ”を表示／消除します。 
 ・［Ｐ１］――――――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｔ”を表示／消除します。 
 ・［Ｐ２］――――――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｕ”を表示／消除します。 
 ・［Ｆ１］――――――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｖ”を表示／消除します。 
 ・［Ｆ２］――――――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｗ”を表示／消除します。 
 ・［Ｆ３］――――――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｘ”を表示／消除します。 
 ・［Ｆ４］――――――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｙ”を表示／消除します。 
 ・［Ｆ５］――――――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｚ”を表示／消除します。 
 ・［ＢＳ］――――――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｂ”を表示／消除します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｃ”を表示／消除します。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｅ”を表示／消除します。 
 ・［トリガー下］―――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｑ”を表示／消除します。 
 ・［トリガー上］―――――→  ＬＣＤの画面上に“Ｒ”を表示／消除します。 
 ・［ＳＦ］＋［ＰＷ］―――→  テストメニューへ戻ります。 
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３．３．８．４３．３．８．４３．３．８．４３．３．８．４    「Ｃｏｍ」通信のテスト「Ｃｏｍ」通信のテスト「Ｃｏｍ」通信のテスト「Ｃｏｍ」通信のテスト    
    
 Ｃｏｍ通信のテストを行います。 
 テストは各通信方式毎に行います。 
 あらかじめ通信環境の設定が必要で、３．３．５ Ｃｏｍ通信の設定後テストを行います。 
 
         Ｃｏｍ通信のテストの        
         項目選択画面      

   Test Com           
                      
                      
      1:Jack          
      2:Photo         
      3:IrDA          
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  有線通信のテストを実行します。  ３.３.８.４.１へ。 
 ・［２］―――――――――→  光通信のテストを実行します。   ３.３.８.４.２へ。 
 ・［３］―――――――――→  ＩｒＤＡのテストを実行します。  ３.３.８.４.３へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目の設定画面へ移ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  テストメニューへ戻ります。 
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３．３．８．４．１３．３．８．４．１３．３．８．４．１３．３．８．４．１    「Ｊａｃｋ」有線通信のテスト「Ｊａｃｋ」有線通信のテスト「Ｊａｃｋ」有線通信のテスト「Ｊａｃｋ」有線通信のテスト    
    
 有線通信の接続テストを行います。 
 
 Ｊａｃｋテストは付録Ａのループバックテスト治具が必要です。 
 
         有線通信の                
         テスト中の画面      

   Test Jack Com      
                      
                      
     Testing          
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         有線通信のテストの        
         正常終了画面      

   Test Jack Com      
                      
                      
     TEST OK          
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         有線通信のテストの        
         異常終了画面      

   Test Jack Com      
                      
                      
     TEST NG          
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 操作は特にありません。テスト結果の確認が出来たら、［Ｃ］キーで元へ戻ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  Ｃｏｍ通信のテストの項目選択画面へ。 
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３．３．８．４．２３．３．８．４．２３．３．８．４．２３．３．８．４．２    「Ｐｈｏｔｏ」光通信のテスト「Ｐｈｏｔｏ」光通信のテスト「Ｐｈｏｔｏ」光通信のテスト「Ｐｈｏｔｏ」光通信のテスト    
 
 光通信の接続テストを行います。 
 
ＰｈｏｔｏテストはＹＣＵ－５０と専用ソフトが必要です。 
 
         光通信の                  
         テスト中の画面      

   Test Photo Com     
                      
                      
     Testing          
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         光通信のテストの          
         正常終了画面      

   Test Photo Com     
                      
                      
     TEST OK          
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         光通信のテストの          
         異常終了画面      

   Test Photo Com     
                      
                      
     TEST NG          
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 操作は特にありません。テスト結果の確認が出来たら、［Ｃ］キーで元へ戻ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  Ｃｏｍ通信のテストの項目選択画面へ。 
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３．３．８．４．３３．３．８．４．３３．３．８．４．３３．３．８．４．３    「ＩｒＤＡ」ＩｒＤＡ通「ＩｒＤＡ」ＩｒＤＡ通「ＩｒＤＡ」ＩｒＤＡ通「ＩｒＤＡ」ＩｒＤＡ通信のテスト信のテスト信のテスト信のテスト    
    
 ＩｒＤＡ通信の接続テストを行います。 
 
ＩｒＤＡテストはＹＣＵ－５０と専用ソフトが必要です。 
 
         ＩｒＤＡの                
         テスト中の画面      

   Test IrDA Com      
                      
                      
     Testing          
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         ＩｒＤＡのテストの        
         正常終了画面      

   Test IrDA Com      
                      
                      
     TEST OK          
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         ＩｒＤＡのテストの        
         異常終了画面      

   Test IrDA Com      
                      
                      
     TEST NG          
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 操作は特にありません。テスト結果の確認が出来たら、［Ｃ］キーで元へ戻ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  Ｃｏｍ通信のテストの項目選択画面へ。 
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３．３．８．５３．３．８．５３．３．８．５３．３．８．５    「Ｂｕｚ」ブザーのテスト「Ｂｕｚ」ブザーのテスト「Ｂｕｚ」ブザーのテスト「Ｂｕｚ」ブザーのテスト    
    
 ブザー音のテストを行います。 
 ブザー音の音量の変化を確認して下さい。音量の変化は３段階で循環します。 
                                   
         ブザーのテストの画面      

   Test Buzzer        
                      
                      
    <ENT> -->NEXT     
      <C> -->MENU     
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  ブザー音の音量が変化します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  テストメニューへ戻ります。 
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３．３．８．６３．３．８．６３．３．８．６３．３．８．６    「Ｍｅｍｏｒｙ」メモリーチェック「Ｍｅｍｏｒｙ」メモリーチェック「Ｍｅｍｏｒｙ」メモリーチェック「Ｍｅｍｏｒｙ」メモリーチェック    
    
 ＹＳＢシリーズに内蔵してあるＲＯＭとＲＡＭのメモリーチェックを行います。 
 メモリーチェックは、二分割したＲＯＭと、ＲＡＭ全体の三つのパートに分けて行います。 
 
         メモリーテストの                           メモリーテストの          
          実行中の画面(１)                           実行中の画面(２)      

   Test Memory        
                      
                      
 ROM-1    Testing     
 ROM-2                
 Memory               
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

   Test Memory        
                      
                      
 ROM-1    OK[xx:xx]   
 ROM-2    Testing     
 Memory               
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
         メモリーテストの                           メモリーテストの          
         実行中の画面(３)                               正常終了画面      

   Test Memory        
                      
                      
 ROM-1    OK[xx:xx]   
 ROM-2    OK[xx:xx]   
 Memory   Testing     
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

   Test Memory        
                      
                      
 ROM-1    OK[xx:xx]   
 ROM-2    OK[xx:xx]   
 Memory   OK[1FFFFF]  
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［Ｃ］―――――――――→  テストメニューへ戻ります。 
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３．３．８．７３．３．８．７３．３．８．７３．３．８．７    「ＬＥＤ」ＬＥＤのテスト「ＬＥＤ」ＬＥＤのテスト「ＬＥＤ」ＬＥＤのテスト「ＬＥＤ」ＬＥＤのテスト    
    
 ＬＥＤの発光テストを行います。 
 ＬＥＤの発光色が「赤→緑→橙→赤→・・・」を繰り返します。 
                                   
         ＬＥＤのテストの画面      

   Test LED           
                      
                      
    <ENT> -->NEXT     
      <C> -->MENU     
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  ＬＥＤが次の発光色へ変化します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  テストメニューへ戻ります。 
 
 
 
 
３．３．８．８３．３．８．８３．３．８．８３．３．８．８    「Ｍｏｄｅｍ」無線部の送受信テスト「Ｍｏｄｅｍ」無線部の送受信テスト「Ｍｏｄｅｍ」無線部の送受信テスト「Ｍｏｄｅｍ」無線部の送受信テスト    
    
 無線部の送信と受信のテストを行います。２秒送信２秒停止を繰り返します。 
 
         無線部のテストの          
         項目選択画面      

   Test Modem         
                      
                      
     1:Transmit       
     2:Receive        
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  無線部の送信テストを実行します。  ３.３.８.９.１へ。 
 ・［２］―――――――――→  無線部の受信テストを実行します。  ３.３.８.９.２へ。 
 ・［ＥＮＴ］―――――――→  選択した項目設定画面へ移ります。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  テストメニューへ戻ります。 
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３．３．８．８．１３．３．８．８．１３．３．８．８．１３．３．８．８．１    「Ｔｒａｎｓｍｉｔ」無線部の送信テスト「Ｔｒａｎｓｍｉｔ」無線部の送信テスト「Ｔｒａｎｓｍｉｔ」無線部の送信テスト「Ｔｒａｎｓｍｉｔ」無線部の送信テスト    
 
 無線部の送信テストを行います。 
 
         無線部の送信テスト                         無線部の送信テスト        
         (送信中)の画面                             (停止中)の画面      

   Test Modem TX      
                      
                      
   <<< Transmit >>>   
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

   Test Modem TX      
                      
                      
      End Trans !!    
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［Ｃ］―――――――――→  テストを終了し、無線部のテストの項目選択画面へ戻ります。 
 
 
 
３．３．８．８．２３．３．８．８．２３．３．８．８．２３．３．８．８．２    「Ｒｅｃｅｉｖｅ」無線部の受信テスト「Ｒｅｃｅｉｖｅ」無線部の受信テスト「Ｒｅｃｅｉｖｅ」無線部の受信テスト「Ｒｅｃｅｉｖｅ」無線部の受信テスト    
    
 無線部の受信状態をＬＣＤに棒グラフで表示します。 
 
         無線部の受信テストの      
         受信感度表示の画面      

   Test Modem RX      
                      
Data   000%□□□□□ 
                      
Signal     □□□□□ 
                      
RSSI Level □□□□□ 
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［Ｃ］―――――――――→  表示を終了し、無線部のテストの項目選択画面へ戻ります。 
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３．３．８．９３．３．８．９３．３．８．９３．３．８．９    「Ｖｉｂｒａｔｏｒ」バイブレータのテスト「Ｖｉｂｒａｔｏｒ」バイブレータのテスト「Ｖｉｂｒａｔｏｒ」バイブレータのテスト「Ｖｉｂｒａｔｏｒ」バイブレータのテスト    
    
 バイブレータ機能が有る場合、バイブレータの動作テストを行います。 
 ＹＳＢシリーズのバイブレータ機能は出荷時設定オプションです。後付けは出来ません。 
 
       バイブレータのテストの画面      

  [Vibrator Test]     
                      
       Vibrator       
                      
    1:ON   2:OFF      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
操作説明 
 ・［１］―――――――――→  バイブレータを動作します。 
 ・［２］―――――――――→  バイブレータを停止します。 
 ・［Ｃ］―――――――――→  バイブレータを停止し、テストメニューへ戻ります。 
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                              第 ４ 章 

 
 
  ＹＳＢシリーズからの 
          警告とメッセージ 
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４．１ メッセージ表示 

 
    
４．１．１４．１．１４．１．１４．１．１    バッテリーの残量メッセージバッテリーの残量メッセージバッテリーの残量メッセージバッテリーの残量メッセージ 
 
 ［ＳＦ］＋［ＰＷ］キーで電源を入れると、次の画面を約３秒間、（メイン）バッテリーパック
とバックアップ用のリチウム電池の残量を表示します、そのまま押し続けると表示を繰り返しま
す。 
表示終了後は、通常の処理に進みます。 
 この残量表示を目安にして、バッテリーパックの充電または、交換を行ってください。 
 満充電のバッテリーパックの場合でも、インジケータ上でフルスケール表示をしない場合があり
ますが、不良ではありません。 
 

   Check Battery      
                      
             L     H  
  Main Bat            
             L     H  
  BackUp Bat          
                      
                      

 
 
 
バッテリーパックの残量を５段階で表示。  
 
バックアップ用のリチウム電池の残量を５段階で表示。  
 
 

 
ご注意：バッテリーパックの充電は、必ず専用充電器をご使用ください。 

：バックアップ用のリチウム電池は、バッテリーパックを装着する事により充電されま 
す。 

 
 
 
４．１．２４．１．２４．１．２４．１．２    バッテリーパックの警告表示バッテリーパックの警告表示バッテリーパックの警告表示バッテリーパックの警告表示 
 
 ＹＳＢシリーズは動作中に、バッテリーパックの残量を随時チェックしています。その時、ＹＳ
Ｂシリーズが動作できない電圧まで下がったと判断した場合、次の警告画面を約３秒間表示して電
源を切断します。 
 このような時は、ＹＳＢシリーズ本体ごとバッテリーパックを充電するか、充電された別のバッ
テリーパックと交換して下さい。 
 

Main Bat

Low Battery
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４．１．３４．１．３４．１．３４．１．３    バックアップ用リチウム電池の警告表示バックアップ用リチウム電池の警告表示バックアップ用リチウム電池の警告表示バックアップ用リチウム電池の警告表示 
 
 次の警告画面が表示された場合は、バックアップ用のリチウム電池の電圧が、その機能を維持で
きないレベルにまで降下している事を知らせています。 
 ＹＳＢシリーズ本体ごとバッテリーパックを充電するか、充電済みのバッテリーパックを装着し
て下さい。 
 充電されたバッテリーパックから、バックアップ用のリチウム電池が充電されます。 
 

Backup Bat

Low Battery

 
 
 ご注意：この表示が出る状態を放置しますと、メモリーの内容が変わることがあります。 
 
 
 
４．１．４４．１．４４．１．４４．１．４    メモリーバックアップの異常表示メモリーバックアップの異常表示メモリーバックアップの異常表示メモリーバックアップの異常表示 
 
  ＹＳＢシリーズを長期間ご使用しなかったり、バッテリーパックを外したままでいますと、バッ
クアップ用のリチウム電池の電圧が低下するため、電源を入れた時に、次の警告画面を表示するこ
とがあります。 
このように、メモリーバックアップに異常が認められた時は、ＹＳＢシリーズ本体ごとバッテリ
ーパックを充電するか、充電されたバッテリーパックを装着して、しばらく待機して下さい。 
 充電されたバッテリーパックから、バックアップ用のリチウム電池が充電されます。 
 

+-------------------+ 
|   Memory Back Up  | 
|       Error !!    | 
+-------------------+ 
   Memory             
     Initialize ?     
        Yes...<ENT>   
        No ...<C>     

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ［ＥＮＴ］キーで、全メモリーをクリアし、各設定を初期化して、通常処理へ移ります。 
 ［Ｃ］キーを押した場合は、通常処理へ移ることができますがメモリーの内容が変更されている
ため、正常に動作しない事があります。 
 
 ご注意：この表示が出た場合、プログラムやデータの内容については、保証されません。 
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４．１．５４．１．５４．１．５４．１．５    内部メモリーの異常表示内部メモリーの異常表示内部メモリーの異常表示内部メモリーの異常表示 
 
 自己診断機能により、ＹＳＢシリーズの内部メモリーに異常が検知された場合、次の警告画面が
表示されます。 
 この画面が表示された場合は、ＹＳＢシリーズは、内部メモリーの全領域を初期化します。 
 

                      
                      
                      
     Memory Clear     
      Executing       
                      
                      
********              

 
 
 
 
 
 
 
 

 
ご注意：内部メモリーは初期化・変更されますので動作中のアプリケーションソフト

ウェアやデータファイルは消去されて復元できません。 
 
 
 
４．１．６４．１．６４．１．６４．１．６    その他のハードウェアの異常表示その他のハードウェアの異常表示その他のハードウェアの異常表示その他のハードウェアの異常表示 
 
 次の警告画面が表示された場合は、ハードウェアに何らかの障害が起こった可能性がありますの
で、ご購入された販売店（販売窓口または当社システム機器事業部）まで、点検をご依頼ください。 
 

Error01               
                      
                      
                      
                      
                      
                      
                      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ご注意：数値の部分は他の値を表示する場合もあります。 
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４．１．７４．１．７４．１．７４．１．７    記憶用メモリーの異常表示記憶用メモリーの異常表示記憶用メモリーの異常表示記憶用メモリーの異常表示 
 
  ＹＳＢシリーズの内部メモリーにある、基本プログラム領域に異常が検知された場合は、次の警
告画面が表示されます。 
この画面が表示された場合は、内部の全メモリーを初期化します。 
 

 
******************** 
*                  * 
*                  * 
*     Executing    * 
*     Memory Clear * 
*                  * 
*                  * 
******************** 

 
 



                                       ５ 通信仕様 

 88 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                               第 ５ 章 

 
 
                                通信仕様 
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 ５．１５．１５．１５．１    概要概要概要概要     

 
 
 
 
 
 ＹＳＢシリーズがホストコンピュータや他装置とデータ伝送を行う為の、 
 インターフェース仕様、基本通信仕様を説明します。 
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 ５．２５．２５．２５．２    ＲＳ－２３２Ｃインターフェース仕様ＲＳ－２３２Ｃインターフェース仕様ＲＳ－２３２Ｃインターフェース仕様ＲＳ－２３２Ｃインターフェース仕様    

 
 
５．２．１５．２．１５．２．１５．２．１    ＹＳＢシリーズのインターフェースコネクタとピン配置ＹＳＢシリーズのインターフェースコネクタとピン配置ＹＳＢシリーズのインターフェースコネクタとピン配置ＹＳＢシリーズのインターフェースコネクタとピン配置    
 
ＹＳＢシリーズのＲＳ－２３２Ｃインターフェースコネクタは、φ２．５ステレオジャックを使用して
います。 
このジャックを利用すれば、ＹＣＵ－５０を使わずにホストコンピュータや他のＹＳＢシリーズと接続
できます。 
 
 

 
             ＩＦ：プロテクタ 
 
 
ﾋﾟﾝ番号 信号名   機能      信号の方向 

YSB   外部装置 
１   ＳＧ  信号グランド         － 
２   ＲＸＤ  受信データ          ← 
３   ＴＸＤ  送信データ          → 
 
  信号電圧の入出力レベルは、下記の通りです。 
 
  信号   入力電圧   出力電圧 

   ０   ＋３Ｖ以上  ＋５Ｖ以上 

 
  
  

   １   －３Ｖ以下  －５Ｖ以下 

 
 
  注意：インターフェース用プラグの抜き差しは、目安として１日１回以下にして下さい。 
     ＹＳＢシリーズとホストコンピュータとを頻繁に接続する場合は、ＹＣＵ－５０を使用 
     してください。 
     また、インターフェース用プラグの抜き差しをする時は、ＹＳＢシリーズおよびホスト 
     コンピュータの電源を切った状態で行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ ２

３
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５．２．１．１５．２．１．１５．２．１．１５．２．１．１    ＤＯＳ／Ｖ系パソコン専用ケーブルＤＯＳ／Ｖ系パソコン専用ケーブルＤＯＳ／Ｖ系パソコン専用ケーブルＤＯＳ／Ｖ系パソコン専用ケーブル    
 
  ＩＢＭ・東芝系パソコンＤｓｕｂ９の場合、専用ケーブル（ＣＴ－２２）を使用するか、 

下図のように、ホストコンピュータとはクロスケーブルで、接続してください。 
 
 
 
 
 
 
        φ2.5ｽﾃﾚｵﾌﾟﾗｸﾞ           Dsub9ﾋﾟﾝ(ﾒｽ)ｲﾝﾁﾈｼﾞ 
 
                ＹＲＢシリーズ           ホストコンピュータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ＹＳＢシリーズ←→ホストコンピュータのケーブル接続   
 
 
 
５．２．１．２５．２．１．２５．２．１．２５．２．１．２    ＮＥＣ系パソコン専用ケーブルＮＥＣ系パソコン専用ケーブルＮＥＣ系パソコン専用ケーブルＮＥＣ系パソコン専用ケーブル    
 
  ＮＥＣ（ＰＣ９８００、ＰＣ９８２１シリーズ）Ｄｓｕｂ２５の場合、専用ケーブル（ＣＴ－１７）

を使用するか、 
下図のように結線してください。 

 
 
 
 
 
 
        φ2.5ｽﾃﾚｵﾌﾟﾗｸﾞ           Dsub25ﾋﾟﾝ(ｵｽ) 
 
                ＹＲＢシリーズ           ホストコンピュータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ＹＳＢシリーズ←→ホストコンピュータのケーブル接続   

１．ＦＧ

２．ＴＸＤ

３．ＲＸＤ

４．ＲＴＳ

５．ＣＴＳ

６．ＤＳＲ

７．ＳＧ

８．ＤＣＤ

２０．ＤＴＲ

ＳＧ．１

ＴＸＤ．３

ＲＸＤ．２

ＳＧ．１

ＲＸＤ．２

ＴＸＤ．３

１．ＣＤ

２．ＲＸＤ

３．ＴＸＤ

４．ＤＴＲ

５．ＳＧ

６．ＤＳＲ

７．ＲＴＳ

８．ＣＴＳ

９．ＣＩ
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５．２．１．３５．２．１．３５．２．１．３５．２．１．３    ＹＳＢシリーズ同士接続専用ケーブルＹＳＢシリーズ同士接続専用ケーブルＹＳＢシリーズ同士接続専用ケーブルＹＳＢシリーズ同士接続専用ケーブル    
 

ＹＳＢシリーズ同士を接続する時は、専用ケーブル（ＣＴ－１８）を使用するか、下図のように結
線してください。 

 
 
 
         φ2.5ｽﾃﾚｵﾌﾟﾗｸﾞ                  φ2.5ｽﾃﾚｵﾌﾟﾗｸﾞ    
 
                ＹＳＢシリーズ               ＹＳＢシリーズ 
 
 
 
 
 
       ＹＳＢシリーズ←→ＹＳＢシリーズのケーブル接続   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＳＧ．１

ＴＸＤ．３

ＲＸＤ．２

１．ＳＧ

３．ＴＸＤ

２．ＲＸＤ
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５．２．２５．２．２５．２．２５．２．２    光通信アダプタ（ＹＣＵ－５０）インターフェースコネクタとピン配置光通信アダプタ（ＹＣＵ－５０）インターフェースコネクタとピン配置光通信アダプタ（ＹＣＵ－５０）インターフェースコネクタとピン配置光通信アダプタ（ＹＣＵ－５０）インターフェースコネクタとピン配置    
 
 
ＹＣＵ－５０のＲＳ－２３２Ｃインターフェースコネクタは、Ｄｓｕｂ－９Ｐ 
を使用しています。 
 
ＹＣＵ－５０は下図のように、ホストコンピュータとはクロスケーブル 
（ＣＴ－６６）または（ＣＴ－６７）で接続してください。 
 

１ ５

６ ９
 

  ＹＣＵ－５０ ＲＳ－２３２Ｃ インターフェースコネクタ（Ｄｓｕｂ－９Ｐ） 
  ﾋﾟﾝ番号   信号名     機能        信号の方向 
                     ＹＣＵ－５０  外部装置 
    ２     ＲＸＤ    受信データ         ← 
    ３     ＴＸＤ    送信データ         → 
    ５     ＳＧ    信号グランド        － 
 
  ９（ＲＩ）は未接続です。内部で 4-７が接続されています。 
  信号電圧の入出力レベルは、下記の通りです。 
 
  信号   入力電圧   出力電圧 

   ０   ＋３Ｖ以上  ＋５Ｖ以上 

  
  
  

   １   －３Ｖ以下  －５Ｖ以下 
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５．２．２．１５．２．２．１５．２．２．１５．２．２．１    ＤＯＳ／Ｖ系パソコン専用ケーブルＤＯＳ／Ｖ系パソコン専用ケーブルＤＯＳ／Ｖ系パソコン専用ケーブルＤＯＳ／Ｖ系パソコン専用ケーブル    

   ＩＢＭ・東芝系パソコンＤｓｕｂ９の場合、専用ケーブル（ＣＴ－６６）を使用するか、 
下図のように結線してください。 

 
 
 

          

Dsub9ﾋﾟﾝ(ﾒｽ)ｲﾝﾁﾈｼﾞ                Dsub9ﾋﾟﾝ(ﾒｽ)ｲﾝﾁﾈｼﾞ 
 
 

   ＹＣＵ－５０           ホストコンピュータ 

ケース ケース

ＳＧ ．５ ５．ＳＧ

ＴＸＤ．３ ２．ＲＸＤ

ＲＸＤ．２

ＣＴＳ．８

ＣＤ ．１

３．ＴＸＤ

７．ＲＴＳ

８．ＣＴＳ

ＤＴＲ．４

ＤＳＲ．６

６．ＤＳＲ

１．ＣＤ

４．ＤＴＲ

ＲＴＳ．７

 
        ＹＣＵ－５０ ←→ ホストコンピュータのケーブル接続   
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５．２．２．２５．２．２．２５．２．２．２５．２．２．２    ＮＥＣ系パソコン専用ケーブルＮＥＣ系パソコン専用ケーブルＮＥＣ系パソコン専用ケーブルＮＥＣ系パソコン専用ケーブル    
 
 
   ＮＥＣ（ＰＣ９８００、ＰＣ９８２１シリーズ）Ｄｓｕｂ２５の場合、専用ケーブル（ＣＴ－６

７）を使用するか、下図のように結線してください。 

 
       ｲﾝﾁﾈｼﾞ Dsub9ﾋﾟﾝ(ﾒｽ)                 Dsub9ﾋﾟﾝ(ﾒｽ)  
 
 
     ＹＣＵ－５０         ホストコンピュータ 

ケース ケース

ＳＧ ．５ ７．ＳＧ

ＴＸＤ．３ ３．ＲＸＤ

ＲＸＤ．２

ＣＴＳ．８

ＣＤ ．１

２．ＴＸＤ

４．ＲＴＳ

５．ＣＴＳ

ＤＴＲ．４

ＤＳＲ．６

６．ＤＳＲ

８．ＣＤ

２０．ＤＴＲ

ＲＴＳ．７

 
 
        ＹＣＵ－５０ ←→ ホストコンピュータのケーブル接続   
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    ５．３５．３５．３５．３    基本通信仕様と通信パラメータ基本通信仕様と通信パラメータ基本通信仕様と通信パラメータ基本通信仕様と通信パラメータ    

 
 
５．３．１５．３．１５．３．１５．３．１    基本通信仕様基本通信仕様基本通信仕様基本通信仕様 
 
ＹＳＢシリーズの、光通信（ＹＣＵ－５０を使用）またはジャック通信を使って、通信を行う時の仕様
を下記に示します。 
 
  ジャック通信（ＲＳ－２３２Ｃ） 
  同期方式    
 伝送速度    
 伝送コード   
 送信ビット順序 
 応答方式    
 垂直パリティ  
 透過方式    

調歩同期 
1200,2400,4800,9600,19200,38400,57600,115200bps 
ＪＩＳ７単位または８単位符号 
ＬＳＢ先頭 
ＡＣＫ／ＮＡＫ方式 
奇数、偶数または無し 
非透過モード 

   
 
 
  光通信（ＹＣＵ－５０） 
  同期方式    
 伝送速度    

調歩同期 
2400,4800,9600,19200,38400,57600,115200bps 
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５．３．２５．３．２５．３．２５．３．２    通信パラメータ通信パラメータ通信パラメータ通信パラメータ 
 
システムモード、ライブラリ関数（リファレンスマニュアル参照）では、それぞれ下記の通信パラメー
タを設定することができます。（Ｊｕｓｔ ＰａｃｋⅡ内では設定できません。予めシステムモードで
設定しておいてください。） 
   
 使用ポート   
 伝送速度    
 文字長     
 垂直パリティ  
 ストップビット 
  ＸＯＮ／ＯＦＦ 

ジャック通信ポート 
1200,2400,4800,9600,19200bps 
７ビットまたは８ビット 
奇数、偶数または無し 
１ビットまたは２ビット 
有り／無し 

   
 
   
 使用ポート   
 伝送速度 
 ＸＯＮ／ＯＦＦ 

光結合通信ポート（ＩｒＤＡ） 
2400,4800,9600,19200,38400,57600,115200bps 
有り／無し 

   
システムモード:３．２．２「２：Ｓｅｔ」の説明で［Ｓｅｔ Ｃｏｍ］の項目をご覧ください。 
リファレンスマニュアル:第３章 入出力制御  ４．有線通信の項目をご覧ください。 
ＩｒＤＡ（Ｉｎｆｒａｒｅｄ Ｄａｔａ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ） 
ＩｒＤＡ部分は ＩｒＤＡ Data 1.2 Low Power Option規格（SIR:2.4k～115.2Kbps、０～30cm）を使用
しています。 
また、使用プロトコルとしてIrDA Protocol StackＴＭ 「Deepcore」ＴＭを使用しています。 
 IrDA Protocol Stack 「Deepcore」ＴＭ cOkaya Systemware Okaya Systemware Co.,LTD.1996 
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６．１ 概要 

 
 
 
 
 

光通信アダプタ（ＹＣＵ－５０）、及び充電器（ＮＣ－５００）は、ＹＳＢシリーズ専用 
の充電器です。ＹＳＢシリーズを乗せて使用することにより次の機能を発揮します。 
   
・ＹＳＢシリーズに取り付けられたバッテリーパック（ＦＮＢ－６０ＬＩ）への充電を行う 
 ことができます。 

 
  ・ＲＳ－２３２Ｃインターフェースを介して、ホストコンピュータへデータを送受信でき 
   ます。ＹＳＢシリーズとの間は、光通信で送受信を行います。 
   （転送用アプリケーションソフトが必要になります） 
   ＮＣ－５００では通信機能が有りません。 
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６．２ 各部の名称と機能 

 
 
 
 
 
       ④               ⑥          ⑦ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤                                ①  ②   ③ 
 
 
 
 
  ①電源スイッチ：ＹＣＵ－５０／ＮＣ－５００の電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ 
 
  ②ＤＣ入力コネクタ：ＡＣアダプター接続用コネクタ 
 
  ③ＲＳ－２３２Ｃインターフェースコネクタ：ホストコンピュータとの通信接続用コネクタ 
   （ＮＣ－５００では有りません） 
 
  ④光インターフェース：光通信を用いて、ＹＳＢシリーズとのデータの送受信を行います。 
   （ＮＣ－５００では使用できません） 
 
  ⑤表示ＬＥＤ：ＹＣＵ－５０／ＮＣ－５００の動作状態を表示します。 
 
  ⑥充電端子：ＹＳＢシリーズに装着したままバッテリーパックを充電します。 
 
  ⑦検出スイッチ：ＹＳＢシリーズ本体が正常に乗っているかを検出するためのスイッチです。 
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 ＜表示ＬＥＤ点灯時の動作状態＞ 
 
                                      表示LED 
 
 
   データＬＥＤ 
    ホストコンピュータと通信中に点灯                      DATA 
    （ＮＣ－５００では表示無し） 
   充電ＬＥＤ（赤色） 
    ＹＳＢシリーズにバッテリーパックを装着したままで充電中に点灯       CHG/FUL 
    充電終了後に点滅 
   充電異常ＬＥＤ（黄色） 
    充電が正常にできない時に点灯                         ERROR 
 
   電源ＬＥＤ（赤色） 
    ＹＣＵ－５０／ＮＣ－５００の電源が入っている時に点灯             POWER 
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６．３ 電源 

 
 
  ＹＣＵ－５０／ＮＣ－５００に電源を供給するには、専用ＡＣアダプター（Ｓ－８３９１） 
  を使用します。 
 
 ＜ＡＣアダプターの接続方法＞ 

 
① ＹＣＵ－５０／ＮＣ－５００の電源スイッチをオフにしてください。 
 
② 専用ＡＣアダプター（Ｓ－８３９１）本体をＡＣ１００Ｖ電源コンセントに差し込んだ 
  後、先端プラグをＹＣＵ－５０／ＮＣ－５００のＤＣ入力コネクタに接続します。 
 
③ ＹＣＵ－５０／ＮＣ－５００の電源スイッチをオンしてください。 
  この時に、電源ＬＥＤ（赤色）が点灯しているのを確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ACアダプター（S-8391）      AC１００V    電源 SW 
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６．４ ホストコンピュ－タとの通信 

 
 
 
    ６．４．１ インターフェースケーブルの接続方法 

 
 

① 通信ケーブルには、専用インターフェースケーブル（ＣＴ－６６、ＣＴ－６７）を使用 
  します。 
 
② インターフェースケーブルの Dsub-9PコネクタをＹＣＵ－５０のＲＳ－２３２Ｃイン 
  ターフェースコネクタに接続してください。 
 
③ インターフェースコネクタのもう片方のコネクタをホストコンピュータのＲＳ－２  

３２Ｃインターフェースコネクタに接続してください。 
 

注意：コネクタの接続の際には、必ずコネクタ付属のネジコネクタがはずれないようにロ
ックしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    
 
 
                               ホストコンピュータに接続 
                                    
                   
            インターフェースケーブル（CT-66 or CT-67） 
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    ６．４．２ ホストコンピュータとの通信方法 
 

ホストコンピュータと通信を行うためには、ＹＳＢシリーズのシステムモード、またはユーザ
ーが作成したアプリケーションプログラムにより通信を行います。 

 
① ＹＳＢシリーズの電源を切って、ＹＣＵ－５０の上にセットしてください。 
  この時に自動的に充電動作に入りますが、通信には影響ありません。 

 
  ② ＹＳＢシリーズをシステムモードで起動してください。 
 
  ③ ホストコンピュータ上で通信プログラムを起動してください。 
   
  ④ ＹＳＢシリーズからホストコンピュータへデータを送信するには、システムモードの中 
    から「アップロード」を選択してください。ホストコンピュータからＹＲＢシリーズへ 
    データを伝送するには、システムモードの中から「ダウンロード」を選択してください。 
    （設定方法等の詳細は、「第３章 システムモード」を参照してください） 
 
  ⑤ ＹＳＢシリーズとホストコンピュータが通信を開始しますと、ＹＣＵ－５０の「ＤＡＴ 
    Ａ」ＬＥＤ（緑色）が点灯をします。 
 
  ⑥ 通信が終了しますと、「ＤＡＴＡ」ＬＥＤが消灯します。 
 
  注意：光インターフェース用の窓が汚れた状態で通信を行いますと、データのエラーが発生 
     する場合があります。乾いた綿布等で窓の汚れを取り、きれいな状態でご使用ください。 
 
    ：インバーター式の蛍光灯の近くで光通信を行いますと、通信エラーが発生し易くなり 
     ます。なるべくインバーター式の蛍光灯の近くでは光通信を行わないでください。 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

YSBシリーズ 
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６．５ 充電方法 

 
 
 
   ＹＳＢシリーズに使用されるバッテリーパックには、リチウム電池が使用されています。 
   ＹＣＵ－５０／ＮＣ－５００にバッテリーパックが装着されたＹＳＢシリーズを乗せることで、

バッテリーパック内のリチウム電池へ充電することができます。 
 
   ① ＹＳＢシリーズのテール側（充電端子側）からＹＣＵ－５０／ＮＣ－５００の上に、 
     静かに挿入します。（下図①参照） 
 
   ② ＹＳＢシリーズ本体を下へ軽く押し付けるようにします。 
     この時にクリック感とともにＹＣＵ－５０／ＮＣ５００の検出スイッチがオンして充電が

始まります。（下図②参照） 
 
   ③ 充電が始まると充電表示ＬＥＤが点灯します。 
     充電時間は約３時間です。充電が終了しますと、点灯から点滅に変わります。 
 
   ④ 充電終了後もそのままの状態で放置された場合、電池電圧の低下を検出して自動的に 
     再充電をおこないます。（再充電電圧3.9Ｖ） 
 
 
      ①                   ② 
                            
                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意：ＹＳＢシリーズの本体が浮いた状態の不完全装着では、充電動作しませんので 
   注意してください。（下図参照） 
 

 
                                充電－ＯＫ充電－ＯＫ充電－ＯＫ充電－ＯＫ                                                        充電－ＮＧ充電－ＮＧ充電－ＮＧ充電－ＮＧ    
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   注意：充電時間は、バッテリーパックの残留容量によって変化します。 
 
     ：ＹＳＢシリーズが動作中であっても、充電動作は継続します。 
      但し、充電時間はＹＳＢシリーズの動作停止状態と較べると充電時間が延びますの 
      でご注意してください。 
 
     ：充電端子が汚れた状態で充電を行いますと、正常に充電が出来ない場合があります。 
      定期的に充電端子の汚れを取り、きれいな状態でご使用ください。 
 
     ：バッテリーパックの充放電サイクル数が約３００回を超えて使用しますと、電池容量 
      が低下して使用時間が短くなります。正しい充電を行っても使用時間が短い場合はバ 

ッテリーの寿命が尽きたものと考えられますので、新しいバッテリーパックと交換し 
てください。 

 
 
 
 
 
 
 

 
ＦＮＢ－６０ＬＩ以外のバッテリーパックは充電しないでください。 
またＦＮＢ－６０ＬＩ単体での充電はできません。ＹＳＢシリーズ本体に
装着された状態で充電を行ってください。 
発火や破裂の恐れがあります。 

 
 

 
  

 
 充電は、温度が１０～３５℃の範囲で行ってください。 
 充電は、風通しの悪い場所では行わないでください。 
 故障や事故の原因となります。 
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７．１ ＹＳＢ２４００ＤＬシリーズ 

 
 
７．１．１７．１．１７．１．１７．１．１    基本仕様基本仕様基本仕様基本仕様 
 
 
 ＣＰＵ      ３２ビットＲＩＳＣ 
 
 メモリー     フラッシュＲＯＭ （１）   １ＭＢ 
                   ＣＧ   ＲＯＭ  （２） ５１２ＫＢ 
              ＳＲＡＭ       ２ＭＢ（標準） 
                                         ４ＭＢ（最大）（オプション） 
 キーボード     キー数：２５キー  
                    パネル  （アルファベット２６文字表示） 
 
 トリガースイッチ 
                    バーコードの入力スイッチ（ラバーキー） 
 
 ディスプレイ   ＬＣＤ（ドットマトリックス）白黒ＳＴＮタイプ  
          ＬＣＤコントラスト調整付き 
          表示ドット数  １２８×６４（横×縦） 
          表示文字数 
       
                               12ドット 漢字 １０桁× ５行 
                                       半角  ２１桁× ５行 
                (6X6) ＡＮＫ ２１桁×１０行 
 
                               16ドット 漢字  ８桁× ４行 
                                       半角  １６桁× ４行 
                (6X8) ＡＮＫ ２１桁× ８行  
 
                   バックライト（ＬＥＤ）発光色（イエローグリーン） 
           バックライト光量はプログラムによりオンは３段階、オフにも設定可能 
 
 
  確認用ＬＥＤ   バーコードの読み取り確認用（緑色） 
                   無線の送信は赤色、受信は緑色 
 
  ブザー       電磁方式 音量はプログラムによりオンは３段階、オフにも設定可能 
 
 カレンダ部    年、月、日、時、分、秒オートカレンダ（Ｙ２Ｋ対応、２０９９年まで） 
          精度 ±３０秒／月差（常温） 
  
 外形寸法     Ｗ７８×Ｄ６０×Ｈ１８５ｍｍ（アンテナは除く） 
 
 重  量 
                   約３１０ｇ （但し電池を含む） 
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 スキャナ－部 
 
          光源      半導体レーザー（赤色）６５０ｎｍ 
          出力       ＪＩＳクラス２レーザー（１ｍＷ以下） 
          スキャン回／秒 １００ 
          読取り幅    １９０ｍｍ（マージン含む） 
          最小分解能   ０．１５ｍｍ（ＩＴＦ、ＣＯＤＥ３９、ＮＷ－７） 
          読取最大桁数  ５０ 
          ＰＣＳ値    ０．４５以上（白の反射率７０％以上） 
                   読取り距離     ０～４００ｍｍ 
                                   （細バーのバー幅により異なります） 
          読取方向       バーコード正逆 
          ラベル形態     通常ラベル、白黒反転ラベル 
 無線部 
 
      ２．４ＧＨｚ帯 
          送信電力   １０ｍＷ／ＭＨＺ以下単信 
          周波数    ２．４７１～２．４９７ＧＨｚ 
          拡散方式     直接拡散方式－ＳＳ 
          変調方式   ＢＰＳＫ 
          伝送速度   １Ｍｂｐｓ 
          伝送手順   独自 
          チャンネル数 １ｃｈ 
          送信時間制限 無制限 
          交信距離      見通し距離約１００ｍ 
          誤り訂正      あり 
          アンテナ   バーアンテナ 
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７．１．２７．１．２７．１．２７．１．２    インターフェースインターフェースインターフェースインターフェース 
 
 
 ＲＳ－２３２Ｃ準拠 
 
 同期方式     調歩同期 
 
  キャラクタ構成 
          スタートビット   １ビット 
          データビット    ７ビット／８ビット 
          パリティ      偶／奇／無 
          ストップビット   １ビット／２ビット 
 
  信号        ＴＸＤ  ：送信データ 
          ＲＸＤ  ：受信データ 
 
  コネクターインターフェース通信方式 （径φ２．５プラグ） 
 
                   ホストコンピュータとハンデーターミナル間の送受信 
            ハンデーターミナル間の送受信、専用プリンター接続用 
             通信速度：1200,2400,4800,9600,19200,38400,57200,115200bps 
          ステレオプラグ ３Ｐ プラグ径φ２．５で接続します。 
    
  信号       ＳＧ  ：信号グランド 
 
                         信号  出力電圧     入力電圧 
                                                               
                         ０ ＋５Ｖ以上       ＋３Ｖ以上 
 
                                  １  －５Ｖ以上       －３Ｖ以上 
 
 
 
 
    
注意：１．注意：１．注意：１．注意：１．ステレオプラグ使用時は各機器の電源をオフにして、挿入してください。 
      ２．２．２．２．ステレオプラグを抜いた場合は、本体のゴムキャップを取り付けてから 

電源をオンにしてください。 
         ３．３．３．３．コネクターインターフェース（ジャック）とステレオプラグの抜き差しは、 

１日１回以下にしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＲＸ ＳＧ 

ＴＸＤ 
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  音声インターフェース方式 （径φ３．５プラグ） 
                   ホストコンピュータとハンデーターミナル間の送受信 
            ハンデーターミナル間の送受信、専用プリンター接続用 
             通信速度：1200,2400,4800,9600,19200,38400,57200,115200bps 
 
                   音声通信（オプション）でＹＳＢ本体とヘッドセット（ＶＣ－２５）（オプショ

ン）を接続し音声を無線にてＹＳＭ２４００ＤシリーズやＹＳＢ２４００ＤＬに音
声通信を行う機能です。 

          ステレオプラグ ４Ｐ プラグ径φ３．５で接続します。 
 

ＥＡＲ ＭＩＣ

ＶＣＣ ＧＮＤ
 

 
    
注意：１．注意：１．注意：１．注意：１．ステレオプラグ使用時は各機器の電源をオフにして、挿入してください。 
      ２．２．２．２．ステレオプラグを抜いた場合は、本体のゴムキャップを取り付けてから 

電源をオンにしてください。 
         ３．３．３．３．コネクターインターフェース（ジャック）とステレオプラグの抜き差しは、 

１日１回以下にしてください。 
   ４．４．４．４．音声通信は単信です、同時通話はできません。 
   ５．５．５．５．音声通信ジャックにはＶＣ－２５以外差し込まないでください、故障の原因となります。 
 
 
  光インターフェース通信           
 ■光結合（赤外光） 
  光通信アダプタ ＹＣＵ－５０を介してホストコンピュータと送受信 
  通信速度：2400,4800,9600,19200,38400,57200,115200bps 
 
            注意：注意：注意：注意：ループバック試験は専用ソフトとパソコン必要です。 
 
 ■ＩｒＤＡ（赤外光） 
  ＩｒＤＡ対応機器とのプログラム、データ等を送受信できます。 
   規格  ：ＩｒＤＡ Data 1.2 Low Power Option規格 
      通信速度：2400,4800,9600,19200,38400,57200,115200bps、０～30cm 
 
            注意：注意：注意：注意：光通信は独自光通信方式とＩｒＤＡ光通信の切り替えとなります。 
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７．１．３７．１．３７．１．３７．１．３    環境条件環境条件環境条件環境条件 
 
 
           動作温度 － ５゜～４０゜Ｃ（結露しないこと） 
          動作湿度  ２０  ～９０％ＲＨ 
          保存温度 －２０゜～６０゜Ｃ（結露しないこと） 
              保存湿度    ２０  ～９０％ＲＨ 
          周囲照度  （当社標準検査方法による） 
                             ８０，０００Ｌｘ以下（太陽光） 
                                     ３，０００Ｌｘ以下（昼光色蛍光燈） 
                                                       （ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ方式を除く） 
                                     ３，０００Ｌｘ以下（白熱電球） 
 
７．１．４７．１．４７．１．４７．１．４    読み取り仕様読み取り仕様読み取り仕様読み取り仕様 
 
７．１．４．１７．１．４．１７．１．４．１７．１．４．１    読み取り可能なバーコード読み取り可能なバーコード読み取り可能なバーコード読み取り可能なバーコード    
 
  ・ＪＡＮ／ＥＡＮ 
  ・ＵＰＣ－Ａ，Ｅ 
  ・ＮＷ７（ＣＯＤＡＢＡＲ） 
  ・ＣＯＤＥ３９ 
   ・ＩＴＦ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ ２ｏｆ５） 
  ・Ｓｔａｎｄａｒｄ ２ｏｆ５ 
  ・ＣＯＤＥ９３ 
  ・ＣＯＤＥ１２８ 
  ・インバース（上記バーコードの白黒反転ラベルの意味です。使用方法については 
          ”リファレンスマニュアル”を参照下さい。） 
  ・マルチコード（混在）、マルチラベル（多段）                                                       
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７．７．７．７．１．４．２１．４．２１．４．２１．４．２    読み取り性能読み取り性能読み取り性能読み取り性能    
  
    読み取り条件：読取性能の各仕様に対する条件は、特に指定のない限り以下の通りです。 

１． 環境 
           常温常湿の室内で評価。 
                       昼光色蛍光灯下、読み取り位置付近の周囲照度 約５００Ｌｘにて評価。 
            ラベル面の直接反射、直接光が入らない事。 

２． バーコードは当社の標準ラベルとします。                         
          

■タッチ読み取り時の特性 
読取幅５５ｍｍ以内。 
但し５０桁以下、細バー０．１５ｍｍ以上、左右マージン２．５ｍｍ以上。 

    ■読み取り深度  
 
  ラベル  

 
細バー（mm） 

 
桁数 

 
読み取り深度（mm） 

 
有効振り幅（mm） 

 
ＩＴＦ   

 
  ０．１５ 

 
３２ 

 
     ０～６０ 

 
    ５５～９０ 

 
ＪＡＮ１倍 

 
  ０．３３ 

 
１３ 

 
     ０～１６５ 

 
    ５５～１４５ 

 
ＩＴＦ 

 
  １．０ 

 
 ４ 

 
     ０～４００ 

 
    ５５～１９０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                              
 
 
 
 
 
 
 
 

レーザー振り角 

有効振り幅 

レーザー光 

６０度 

水平線 

読取深度の基準 

バーコードラベル 
傾き１５度 

本体水平の時 

細バー１．０ 
深度０～４００ 

細バー０．３３ 
深度０～１６５ 

細バー０．１ 
深度０～６０ 
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        ■バーコードの条件について 
 
 バーコード 
       

 
ＥＡＮ－１３ 
ＪＡＮ－１３ 

 
 ＥＡＮ－８ 
 ＪＡＮ－８ 

 
 ＵＰＣ－Ａ 

 
 ＵＰＣ－Ｅ 

 
 読取桁数 

 
    １３ 

 
    ８ 

 
   １２ 

 
    ６ 

 
 倍  率 

 
 0.7～1.5 

 
  0.7～2 

 
 0.7～1.5 

 
  0.7～2 

 
 ﾓｼﾞｭｰﾙ寸法 

 
0.23～0.5mm 

 
0.23～ 
     0.66mm 

 
0.23～0.5mm 

 
0.23～ 
     0.66mm 

             
       
           

 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ 

 
 MOD-10 

 
  MOD-10 

 
   MOD-10 

 
   MOD-10 

          
 
 バーコード 
       

 
   ＮＷ７ 
（CODABAR） 

 
 CODE39 
 

Interleaved 
2 of 5 
（ＩＴＦ） 

Standard 
2 of 5 
（ＳＴＦ） 

 
細バー(mm) 

 
 ０．１5～ 

 
  ０．１5～ 

 
  ０．１5～  

 
  ０．１5～ 

 
レシオ（細・太

バーの比） 

 
 ２～３ 

 
  ２～３ 

 
  ２～３ 

 
   ２～３ 

 
 右／左ﾏｰｼﾞﾝ 

 
  ２．５ｍｍか細バーｘ１０で大きい値 

 
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ 

 
   A,B,C,D 

 
    ＊  

 
  －－－ 

 
  －－－ 

 
         
       
           

 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ 

 
MOD-16,９,7 

 
   MOD-43 

 
  MOD-10 

 
   MOD-10 

         
 
 バーコード 

 CODE93 CODE128 
(EAN128含む) 

 
細バー(mm) 

 
  0.15～ 

 
   0.15～ 

  
 右／左ﾏｰｼﾞﾝ 2.5mmか細バーｘ10で大きい値 
 
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ 

 
  －－－ 

 
   －－－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
       
      

 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ 

 
 MOD-47 

 
  MOD-103 

  注意：１．ＥＡＮ・ＵＰＣのモジュール寸法は０．３３ｍｍバー（１倍）を基準にした値です。 
     ２．ＮＷ７・ＣＯＤＥ３９・ＩＴＦ・ＳＴＦは、チェックデジットの有無を選択できます。  
     ３．ＩＴＦは、桁指定して使用されることを推奨します。 
     ４．ＩＴＦは、４桁以上の偶数桁で使用して下さい。（２桁の場合、誤読しやすい為）        
     ５．ＳＴＦは、３桁以上で使用して下さい。（２桁の場合、誤読しやすい為）  
     ６．読取桁数は、有効振り幅の範囲内において最大５０桁ですが、ラベルの条件により 
       変わります。 
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 ■ラベルの傾きと読み取り可能な角度 
 
    ラベルの傾きにはスキュー、ピッチ、チルトがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
         
■スキュー（α） 
 －７０°≦ α≦＋７０° 
 （デットゾーン  －９°≦ α≦８°） 
 条件：ＪＡＮ１３桁・１倍 
    深度６０ｍｍ 
    ピッチ＝０° 
    チルト＝０° 
 注意：デットゾ－ンの範囲では、レーザー光の正反射によりバーコードの読み取りが悪くなります。 
    また、バーコードラベル紙の種類、印刷等により変化しますので、バーコードラベルの角度、 
    もしくは本体の角度を変えて再度読み取り下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スキュー（α） ピッ チ（β） チルト（γ）

ピッチ チルト

スキュー
図は－α側

図は＋β側 図は－γ側

 

＋α° 

デッドゾーン 

－α° 

９０° 

バーコードラベル面 
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■ピッチ（β） 
 －４５°≦β≦＋４５° 
 条件：ＪＡＮ１３桁・１倍 
    深度６０ｍｍ 
    スキュー＝－１５° 
    チルト＝０° 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■チルト（γ） 
 －３０°≦γ≦＋３０° 
 条件：ＪＡＮ１３桁・１倍 
    深度６０ｍｍ 
    スキュー＝－１５° 
    ピッチ＝０° 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ＜良い例＞            ＜悪い例＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＋β 

－β 

バーコードラベル面 

＋γ 

－γ レーザー光 

レーザー光 

左右マージン 
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７．２ 光通信アダプタＹＣＵ－５０ 

 
 
７．２．１７．２．１７．２．１７．２．１    基本仕様基本仕様基本仕様基本仕様 
 
 
  電源                      ＡＣアダプタ（スイッチング方式）（オプション） 
   入力電源       ＡＣ１００Ｖ／１２０Ｖ（５０Ｈｚ／６０Ｈｚ）               
    出力電源          ＤＣ９Ｖ 
 
 適用電池         リチウムイオンバッテリーパック（充電式） 
                                 ＦＮＢ－６０ＬＩ：ＤＣ３．８Ｖ、１６００ｍＡｈ 
 
 充電方式            定電流・定電圧方式 
 
  表示ＬＥＤ        ＤＡＴＡ （通信確認用） 
                   緑色 ＹＣＵとホストコンピュータ、 
                      ＹＣＵとＹＳＢ本体通信中点灯 
 
                            ＣＨＧ／ＦＵＬ 

赤色 充電時点灯、終了後点滅  
 
              ＥＲＲＯＲ 

橙色 充電異常、点灯 
 
              ＰＯＷＥＲ（電源）       
                                    赤色 電源スイッチオン時点灯 
 
  電源スイッチ       ＹＣＵの電源をオンします。 
 
 外観及び寸法   
               Ｗ １００ ｘ Ｄ２２３ｘ Ｈ５０．５ｍｍ 
                                       （但し突起物は除く） 
 重量           約 ３８０ｇ 
 
７．２．２７．２．２７．２．２７．２．２    環境条件環境条件環境条件環境条件 
 
               動作温度  １０゜～３５゜Ｃ（結露しないこと） 
              動作湿度  ２０  ～９０％ＲＨ 
              保存温度 －２０゜～６０゜Ｃ（結露しないこと） 
                  保存湿度    ２０  ～９０％ＲＨ 
 
７．２．３７．２．３７．２．３７．２．３    インターフェースインターフェースインターフェースインターフェース  ＲＳ－２３２Ｃ 
                            光結合 
              Ｄサブコネクター ９ピン 
                            同期方式 調歩同期 
              通信方式 半二重 
              通信速度 2400,4800,9600,19200,38400,57600,115200bps 
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８．１ 出荷時設定オプション 

 
 
８．１．１８．１．１８．１．１８．１．１    仕様仕様仕様仕様 
 
ＹＳＢシリーズの出荷時設定オプションとして音声通信とバイブレータ機能が 
あります。 
 
８．１．１．１８．１．１．１８．１．１．１８．１．１．１    音声通信音声通信音声通信音声通信               
 
音声通信でＹＳＢシリーズとヘッドセット（ＶＣ－２５）（オプション）を接続し音声を無線にて 
ＹＳＭ－２４００ＤシリーズやＹＳＢシリーズに音声通信を行う機能です。 
 
ステレオプラグ ４Ｐ プラグ径φ３．５で接続します。 
 
音声通信は単信です、同時通話はできません。 
 
音声通信は１対１の通信と、同報通信(Group:00 ID:00)が使用できます。 
 
音声通信の送信切り換えはＶＣ－２５のＶＯＸまたはＰＴＴスイッチにて切り換えます。 
 
動作確認方法はシステムモード:３．２．２「２：Ｓｅｔ」の説明で［Ｓｅｔ Ｃｏｍ］の項目をご
覧ください。 
 
動作方法はリファレンスマニュアル:第３章 入出力制御  ４．有線通信の項目をご覧ください。 
 
 

ＥＡＲ ＭＩＣ

ＶＣＣ ＧＮＤ
 

 
    
注意：１．注意：１．注意：１．注意：１．ステレオプラグ使用時は各機器の電源をオフにして、挿入してください。 
      ２．２．２．２．ステレオプラグを抜いた場合は、プロクテクタのゴムキャップを取り付けてから 

電源をオンにしてください。 
         ３．３．３．３．コネクターインターフェース（ジャック）とステレオプラグの抜き差しは、 

１日１回以下にしてください。 
   ４．４．４．４．音声通信は単信です、同時通話はできません。 
   ５．５．５．５．音声通信ジャックにはＶＣ－２５以外差し込まないでください、故障の原因となります。 
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８．１．１．２８．１．１．２８．１．１．２８．１．１．２    音声通信の準備音声通信の準備音声通信の準備音声通信の準備 
 
ＶＣ－２５の接続方法 
 

ＹＳＢシリーズの電源を“ＯＦＦ”にし、ＶＣ－２５のプラグを音声通話ジャックに確実にさし
こみます。 
ＹＳＢシリーズの電源を“ＯＮ”にします。 
 
 

ＶＣ－２５調整方法 
 

■ＶＯＸ使用時 
 

ＶＣ－２５のＶＯＸ／ＰＴＴ切り替えスイッチをＶＯＸ側に切り換え、ＶＣ－２５のＶＯＸ感度
調整ツマミを反時計方向に回しきります。 
マイクロフォンに向かって通常の話し方で話しながらＶＯＸ感度調整ツマミを時計方向にまわ
して行くと、自動的に送信状態になる位置がありますので、通常はその位置で運用します。 
周囲の雑音で送信状態になってしまう場合には、周囲の雑音では送信状態にならない位置までＶ
ＯＸ感度調整ツマミを反時計方向に戻し、少し大きめの声で話します。 
ＶＯＸ／ＰＴＴ切り換えスイッチをＰＴＴ側に切り換えることにより、ＶＯＸ動作しなくなります。 
 

■ＰＴＴ使用時 
 

ＶＣ－２５のＰＴＴスイッチは、ＶＯＸ／ＰＴＴスイッチの位置に関係なく、押すと送信状態にな
ります。 
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８．１．１．３８．１．１．３８．１．１．３８．１．１．３    音声通信接続音声通信接続音声通信接続音声通信接続    
 

左側のインターフェースコネクタ-用カバー

を外し挿入。

ＹＳＢシリーズ

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  注意 ：音声通信ジャックにはＶＣ－２５以外差し込まないでください、故障の原因となります。 
 

：プラグの抜き差しは、必ずＹＳＢ本体の電源を“ＯＦＦ”にしてから行ってください。 
 

     ：音声通信は無線電波状態によりご使用できない、または音声が聞き取り難い場合もありま
す。 

 
     ：無線をコマンドレスモードにて使用中に音声通信を行うと送信相手先を現在の送信相手先

に変更されます。 
 
 
 

ヘッドセット 
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８．１．２．１８．１．２．１８．１．２．１８．１．２．１    ババババイブレータ機能イブレータ機能イブレータ機能イブレータ機能 
 
バイブレータ機能は騒音がする場所やあまり音を起てられない場所でバーコードリーダ読
み取り確認や無線通信完了確認などブザーの代わりに振動モータを震わせ確認できます。 
 
動作確認方法はシステムモード:３．３．８．９「Ｖｉｂｒａｔｏｒ」バイブレータのテスト説明項
目をご覧ください。 
 
動作方法はリファレンスマニュアル「第３章 入出力制御」をご覧ください。 
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９．１ ＹＳＢシリーズ オプション一覧 

 
 製  品  名     製品型名    特    徴  
光通信アダプタ ＹＣＵ－５０ 光通信と普通充電器および充電器  
  電源はＡＣ１００Ｖ／１２０Ｖ仕様の  
  ＡＣアダプタ（Ｓ－８３９１ オプション）  
充電ユニット ＮＣ－５００ ＹＣＵ－５０の光通信機能のない、  
  充電専用の置き台として使用  
  電源はＡＣ１００Ｖ／１２０Ｖ仕様の  
  ＡＣアダプタ（Ｓ－８３９１ オプション）  
急速充電器 ＮＣ－７５ 急速充電器で２ケ口の交互充電、  
  電源はＡＣ１００Ｖ／１２０Ｖ仕様  
Ｌｉ－Ｉｏｎ ＦＮＢ－６０ＬＩ ＤＣ３．８Ｖ  １６００ｍＡｈ  
バッテリーパック    
ＡＣアダプタ Ｓ－８３９１ 光通信アダプタ ＹＣＵ－５０の電源  
  充電ユニット   ＮＣ－５００の電源  
  電源はＡＣ１００Ｖ／１２０Ｖ仕様  
ＨＴ－ＨＯＳＴｹｰﾌﾞﾙ ＣＴ－１７ ＮＥＣ ＰＣ９８，富士通ＦＭTOWNS用  
  ホストと本体の通信用  
  Ｄサブ２５Ｐとプラグのケーブル  
ＨＴ－ＨＴｹｰﾌﾞﾙ ＣＴ－１８ 本体同士の通信用  
  プラグとプラグのケーブル  
ＲＳ－２３２Ｃｹｰﾌﾞﾙ ＣＴ－６７ ＮＥＣ ＰＣ９８，富士通ＦＭTOWNS用  
  ホストと光通信アダプタの通信用  
  Ｄサブ２５Ｐと９Ｐのケーブル  
ＲＳ－２３２Ｃｹｰﾌﾞﾙ ＣＴ－６６ ＩＢＭ ＤＯＳ/Ｖ、東芝 ＤＯＳ/Ｖ用  
  ホストと光通信アダプタの通信用  
  Ｄサブ９Ｐと９Ｐのケーブル  
ＨＴ－ＨＯＳＴｹｰﾌﾞﾙ ＣＴ－２２ ＩＢＭ ＤＯＳ/Ｖ、東芝 ＤＯＳ/Ｖ用  
  ホストと本体の通信用  
  Ｄサブ９Ｐとプラグのケーブル  
プリンターｹｰﾌﾞﾙ ＣＴ－５４ （株）サトー Ｍ3100対応  
プリンターｹｰﾌﾞﾙ ＣＴ－５５Ａ 東芝テック（株）対応  
ヘッドセット ＶＣ－２５ 音声通話用（オプション）  
  ＶＯＸ付き、ＭＩＣ／ＥＡＲ  
ハンドストラップ ＨＳ－４０ 本体キャリング用丸ベルト  
ＹＳＢシリーズ －－－－－－ 本体と光通信アダプタ取り扱い説明書  
ユーザーズマニュアル    
Just PackⅡﾕｰｻﾞｰｽﾞ －－－－－－ パッケージソフトの説明書  
ﾏﾆｭｱﾙ    
Just pack ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ 
簡易設定ソフト 

Just Pack Editor Windows95/98/NT4．0に対応 
 

 

ソフト開発キット（日立） ＳＫ－２４００Ｈ Ｃ－コンパイラー  
  標準ライブラリー  
  ＰＣ用転送ソフト  
無線モデム装置 ＹＳＭ－２４００Ｄ 

ＹＳＭ－２４００ＤＮ 
詳細はＹＳＭ－２４００Ｄシリーズの取り扱い
説明書を参照してください。 

 

ＡＣアダプタ Ｓ－８３０２Ａ ＹＳＭ－２４００Ｄシリーズ用電源  
  電源はＡＣ１００Ｖ／１２０Ｖ仕様  

＊会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 
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付録Ａ付録Ａ付録Ａ付録Ａ     

 
 
 
ループバックテストの準備ループバックテストの準備ループバックテストの準備ループバックテストの準備    
 
 
ＹＳＢシリーズのＲＳ－２３２Ｃインタフェースコネクタ（Ｊａｃｋ Ｃｏｍ）ループバックテスト用
コネクタの接続図を示します。 
 
下図のように結線してください。 
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       ＹＳＢシリーズループバックテストケーブル接続   
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